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BMWCUP関東外洋ヨット選手権シリーズ1989

『シーボニアA｣がチーム優勝
艇別総合はく海太朗>が手中に

撮影／関東支部広報委員会

’’風は吹かなかったが 事終わった無ﾚーｽは"､、
レース委員長

古川保夫

レースの概要としては，天候，風

に恵まれず，微風から軽風に終始

し，やや，小型艇有利の展開だった。

今年はスタート方法を変え，小坐
を先に，その10分後に大型艇を

ダートさせたが，有利不利はあまり

感じなかった。

最後に，後援のBMW東京株式会

社，協賛のサントリー株式会社，そ

して協力会社に今後ともなお一層の

征噸力をお願いし，また厚く御礼申

し上げます。

3位までにう。レゼントが授与された

')，抽選会があったりと，大変盛り

あがりのあるパーティを開催するこ

ともできた。

運営組織は，今年の10月に三崎市

で開催が予定されているジャパン

カッフ･を前提として，実行委員長の

並木茂士氏をはじめ，各フリート

キャフ･テン等の皆様に御協力を頂い

た。また，トライアングル，丸十丸

両社の協力を得，4艇の運営艇を使

用し，少人数で円滑な運営を行うこ

とがで､きた。

今年も関東支部主催の最大のイベ

ント，フリート対抗レースが5月13

日出より28日(日)の毎土，日曜日にか

けて開催された。今年より冠スポン

サーとしてBMW東京株式会社の後

援を受けることができ，名称も「B-

MWCUP関東外洋ヨット選手権シ

リーズ89」と変更され，また，サン

トリー株式会社より協賛として支援

をうけることができました。

5月20日には，スポンサーと協賛

のサントリーの協力を得て中間成績

発表懇親パーティが行われ、個別艇
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トライアングル第1戦5月13日

平松隆<インデベンデンスV>

ングがうまくいったことなどて鹸す。すべてのレク翻を気持ち良くトップ

て､回航完壁に勝ちました。

勝因は右海面を走ったことと関東

ミドルポート選手権の後のチューニ

の豊富な経験とヘッドワークで､カ

バーしています。寺山／三船コンビ

の乗る同型艇のくリッフ･ル＞に勝て

て最高て､､す。

チームのモットーは業界の人のお

世話にならないで，独力て勝つこと

です。月いちレーサーですが，過去

｜
’ ｜’ ’

5月13日 第2戦 初島レース

中野昭<セレンディビティⅢ〉

5月3日のミドルポート選手権終

了後，南西の強風のなか，逗子マ

リーナへ帰港中3名の人命救助をし

ましたが＃残念ながらそのうちのひ

とl)が病院で帰らぬ人となりました。

ヘリレースは故人のための弔い合戦

で､あると同時に，先日の初島卯月

レースで|背し〈もクラス優勝を逃が

したことの雪辱だと思って頑張りま
’十刀

しノーo

勝因は初島付近でのラッキーな風

に恵まれ、我々だけがスターポード

・タックいつぼんで島の北側まてと上

りきれて，集団に追いついたこと。

勝てて故人の良い供養がて鯛きたと

思っています。

口
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トライアングル第3戦5月20日

大津勉<アプロディーテ〉

基本的なミスが多いのが現状で

今後に期待してください。

とにかく，ひとつ勝ててホッとし
-ず｜、土弓卜
しv生ｿO

我々は8月にギリシャて鹸行われる

％トン世界選手権に挑戦します。春

から小松一憲さんを‘迎え，｜對東ミド

ルポート選手権フリート対抗と実

職をこなしている訳ですが，テーマ

は“いつも基本に忠実に”。まだま
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トライアングル第4戦5月21日

千葉育夫<海太朗〉

となっていますが，最終戦こそ強風

を願っています。＜海太朗＞本来の

持ち味を十二分にHI!したいと思って

います。

残念ながら超微風のため第1上

マークて､､フィニッシュという展開と

なりました。参加艇の皆様の御心情

を察するに，ウィナーとしてのコメ

ントは控えさせて頂きます。

レース中，浮遊している海藻で皆

様大変な征陪労をなさっているよう

て､､すが，我々は特製の藻切りカッ

ターを備え付けて対処しています。

シリーズはここまで軽風て鹸の展開
戸。
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大島レース第5戦5月27日

千葉育夫<海太朗〉

大島からフィニッシュまて､風向，

風速に恵まれ，スピンランて､､ラムラ

インをドｰﾝといつぼんて､帰ってこ

れたのも勝因のひとつでしょう。

（成績は18頁参照）

伝統ある花の大局レースで創頗の

ファーストホームと総合園#の栄誉

に輝き，大変感激しています。

11#lklは事前の研究どおりのコース

を走れたこと。これは昨年のケン

ウッドカッフ･て､学んだことを生かせ

ました。大島の千波から竜王仙人鼻

まて､岸から1マイル離して回航し，

先行していたくニンジヤ＞，＜カラ

ス＞に並ぶことがで､きました。
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第B回小笠原レースを終わって

出港式での久野三浦市長(右）

第6回小笠原レースは去る4月29

日12:00スタート，小網代～小笠原

島二見港までの510マイルのコース

て､､行われた。

今回の参加艇はく衣笠＞，＜友架

里＞，＜あずさ>,<NACHI

帆走委員長宮坂敬三

表彰式での安藤小笠原村長

>,<NEWTOPCAT>の5艇て､､，

前回に比べるとややさびしいもの

だったが，参加する艇のすべては，

このレースの魅力に取りつかれたセ

イラーぱかりて､，アットホームな大

会となった。

大まぐれ完全優勝の記 <衣笠〉

本当に嬉しいことて、す。何しろ33

ft艇て、はファーストフィニッシュす

るチャンスが少ないのて需，完全倒秀

はなかなか出来ないで､す。

しかし，今のく衣笠＞になってか

ら清水レースと今回て､､2度目なので、

す。その時親父さん（渡辺修治氏，

＜衣笠＞の設計者でメンバーの一

人）日く，“お前達すげ－まぐれだ

なぁ”と。今回もまたまぐれをやっ

てしまいました。この艇の設計は60

0マイルを8人て､､レースをすること

を基本にしており，最初から小笠原

レースに参加することを目指してい

ました。

しかし，サラリーマンの悲しさてﾞ

仲々長期に渡って休暇をとることが

難しく，今回も駆け込み乗船するク

ルーがて､る始末て､､す。クルーの最低

年齢が32歳で20歳代が一人もいな

く，平均年齢を出すまて・もなく，こ

れだけは欧米のロングレースの平均

に近づいたようて､､す。

小笠原レースは今li'lて．31''lllて､す

が，前|!!lの時は－1塊手抜きをしてジ

ブ張らずに走り‘附しいところて．＜

ハーフタイム＞，＜あずさ＞に負け

ましたのて､､，今|面|はとにかく手抜き

をしないよう心に誓ったのて醸ありま

す。

作戦はと聞かれても，人様に云え

る稗のものはありません。とにかく

ラムラインに近く，なるべく肌が続

くノノにタックするぐらいです。天気

図をとって風の振れを読み、洲の流

蕪潔
|-1の風が吹〈。壊れたら直す，食料

と酒と水さえあれば何と力､なると，

今l''lもビールと食料は参加艇のII!て、

は一番量が多かったて．しよう。111し

スタート当H,汕壺の三崎マリー

ナて､艇長会議が行われ，その折，久

野隆作三崎市長のメッセージがく衣

笠＞の鈴木康之艇長に手渡され，

レース後の表彰式で､安藤光一小笠原

村長に渡された。

レースの経過および結果は，後掲

の各艇の参加記に譲るが，ジヤパン

カッフ｡レースなどに見る大フリーー

のインショアレースとまた一味違っ

た、オーシャンレースの醍醐味を各

艇が十分に味わって、レースは無事

終了した。

妓後に，久野三irrij長，安藤小笠

原村長をはじめ，関係各位のご協力

のもとに，第6回小笠原レースを無

事終了したことをご報告して，この

レポートを終わるの

鈴木康之

ろ定位置の食料庫て叡は入らずクォ

ターバースの一つをつぶしたくらい

ですから。

スタートは我がく衣笠＞にとって

は上I|‘!米て識した。我が愛すべき宿へ

くあずさ＞が西へ|hlかつたのを幸い

に東京湾の拙しの潮を捕まえるべく

岸よりに向かい，野島のすれすれを

j山過するコースをとりました。ln

llのロールコールで､は高さでくナチ

＞には9マイル，＜あずさ＞には5

マイル負けていましたが，2「1目は

やはl)!Wiさて､＜ナチ＞には15マイ

ル、＜あずさ＞には4マイル，＜友

架lll＞には15マイル勝っていました。

無線も良しあしで勝っている時は励

みになりますが．負けている時は本

､'1にがっかりします。幸い我が重た

い船向きに211uの午後からは15~

20ノットの風が吹き,31-1LIの夜中

からは30ノット前後の風となり，午
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クルーザーの集まりなのですから。

クルージンク尋クラブとレースクラブ

を分けようと云う人もいますが，私

は反対て醗すね。

偉そうに脱線してごめんなさい。

どこかの雑誌て､､どなたかが主張して

おられましたが，我々だって普通の

サラリーマンの普通のヨットマンの

つもりなので､すが違うかなあ。

裏方であるコミッテイの皆さん，

せっかくの連休をふいにして三崎無

線局のオペレーションを引き受けて

くれた金子さんやオペレータの皆さ

ん本当にご苦労様てゞした。そして，

小笠原の皆さん本当に有難うござい

ました。また，関東には無い青い透

明な海を見に行きますので，その節

は宜しくお願いします。そして，行

く時はどっちが早いか競争するの

が，また面白いではありませんか。

どういうはずみか柄にもなく三浦

後には40から50ノットで一時ストー

ムをはる梶て、したが，夜半から少し

おさまってNo.3ジブが使えるように

なりました。

1111=lには差入れのびんちようの

｜､ロで､“あずさどん”ならぬ“あず

まどん”を食し，2日目の夜は釜飯

を作ったのに殆ど食べることが出来

ず残念，全て魚の餌に。食当のブー

ちゃんごめんなさい。

31111(5/1)のロールコール

て､､はくナチ＞のリタイヤを知り，＜

あずさ＞には24マイル勝ち，＜友架

』:'1.＞には8マイル負けていました。

へはI)我が艇は飯を食わんといかん

‐ソ)です。

411Hの昼間は大↑極Oから30ノッ

トの風で,No.3ジブて､フルメンにし

たり1Pにしたりで，午後になって

肌が北に変わり，少し波の悪いのか

残っていましたが，1．5オンスのス

ピンを上げて211寺間頑張ったのも束

のIM1,ステーに巻き付かせて，何と

か'ﾘ1るい内に下ろそうと気ばかり焦

り，結局マストに登るはめとなり，

切って落とすことに相なりました。

この間ロスタイムがちょうど1時

間，これて､､負けたかなと思ったら，

今度はバッテリー電圧の異常低下てﾞ

ロランのメモリー内容が全てNGと

なり，慌ててチェーンナンバー9970

へら全てセットし直す騒ぎて課，つい

てない時はこんなものでしょう。こ

の晩のロールコールで､＜あずさ＞の

リタイヤを知り，＜友架里＞には高

さて､､20マイル勝っていましたので､，

風が無くならない限り勝てそうだと

沸き立ったせいか，この晩は何を食

べたのか思い出せず，ログブックに

も記入洩れの始末て､す。
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鈴木康之艇長

の北側を艤忍し，二見港の手前て格

好を付けてジブをNo.1に替えて06:23

無事フィニッシュ。

小笠原ヨシ|､クラブの渡辺会長以

下メンバーの方々ありがとう。何と

朝早く4時頃から侍って居てくれた

そうです。寒い朝て､､したが全員心は

ホット，早速海の中へ放り込まれ

て，上がる間際にやったことはコク

ピットのスカッパー掃除，皆呆れて

おりました。

結局サバイバルレースになったの

て､勝てたので､しよう。しかし，心か

ら拍手を送りたいのは我が最愛の宿

敵くあずさ＞です。マストを折って

から200マイルをジュリーリク守で､父

島まて着いたとのことで､した。

最近では八丈レースやハードなロ

市長のメッセージを小笠原村長に届

けると云う大役を仰せつかり，返書

も三浦市長に無事届けることが出来

ました。きっと次回はメッセージを

届けると優勝するかも知れませんよ。

＜あずさ＞の皆さん，＜友架里＞の

皆さん次回も頑張りましょう。今回

はくあずさ＞とウィスキーを賭ける

のを忘れたのが返すがえすも残念

今年は昨年の帰りの回航の時みた

いに60ノット以上も吹かれなくてや

れやれて．した。しかし，我力艇も多

くの犠牲を優勝の為に払いました。

それは5人で入歯5本も駄目にした

ことです。原因はと言われると普通

ですと，ブームパンチでやられた等

と書きますが，それがなんと，時化

た時に，湿気たフランスパンをかじ

り，喰いちぎれ葱〈てさし歯がとれ

て駄目にしてしまったのです。

皆さん湿気たフランパンにはくれ

ぐれも注意しましょう。もっとも，

他の艇にはこんなことないでしょう。

喉元過ぎたら、もうすぐ･に小笠原

の青灯台が|製かしぐなl),もう一度

ぐらい，まぐれもあるかなあ－など

と期待しているく衣笠＞て儒す。

I

ンク礁レースの参加艇が減少している

ことは寂しい限りです。社会人が長

く休暇をとることの難しさもあるてﾞ

しよう。誰も見ていないので面白く

ないと云う人もいるでしょう。中にロールコール時にフィニッシュ予

告の時間を明朝06:00頃と通告しま

したが，一向に風が落ちず早めに

フイニッシュすることになりそう

て､､‘誰も居ないかなあと勝手に心配

して↓'}りました。

少し|川よりからアブ･ローチしまし

たのて．5113HO4:00に父局11,111)

l
l
l 集めようともしますが、1rli1[]l,,興

味あるレースなら参加艇がI可然と増

えるで､しよう。ロングレースがメイ

ンとは云いませんがNORCとは，
’
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第B回小笠原レース出場の記 <友架里〉艇長白烏裕市

の二見港に入港することが第一のII

的て､､、一応レースなのて､8人の持っ

ている|帆走技術．ならびにヨシ|､で

の生活技術を100%出し，満足のい

くレースをしようで､はないかという

ものて＄した。

結果は目的通l)の完走て､総合2位

というおまけ付き。

最後に，我々のモットーとしてい

る格言を紹介してこの報告を終わり

ます。

「海での経験の深さと，海で‘崖
残ることに相関関係はない」

「海で､の碓存の口I能性を高めるの

は，本人の用心て､しかない」

－ロブ・ジェイムス(蝿より－

した。

レースの詳細は後掲の内田癖冑君

に譲りますが，ここで､は．わが．〈友

架里＞グループの基本的なレース対

策について簡単に記します。

今度のレースて､も．我々は安全第

一をモットーにいくつかの規則を作

りました。つまり，厳守事項とし

て，①夜のワッチはハーオ､ス着用，

②リーフしたらライフジャケット着

用，③ワッチの交替は速やかに，④

バッテリー充電は朝，昼，夕方の3

ITII必ず行う，⑤天気予報ファクシ

ミリは予定通l),耳て聞き目て､見

る……などて､､す。

つまl),乗員8人が無事に小笠原

国
０
１
千
Ｊ
．
０
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<友架里〉の艇上より

〈友架里＞の小笠原レースILII,場も

今度て．4回目。前3回は全長30ftの

クルーザーで出場し頑張')ました。

今回は，艇もひとまわl)大きくし

33ft艇で挑戦し，無事完走，総合2

位という成績をあけ､ることがHI!来ま

ルージング？が楽しめそうだと期待

していた。スター|､時刻の12:00頃

には風力落ちて来て，全艇時間に余

裕を持ってスタートラインを横切っ

た。風は南東の為ポートタックてﾞ

大島へ向かう。一艇<衣笠＞のみス

ターポーて､房総寄l)へ。

〈ナチ＞先頭で､上前方に<あず

さ＞，下後方に<ニュートッフ･キャ

ツト>･風が南へまわって来た為，

スターポーヘタック。我が<友架

里＞は，この時の上りが良く，〈あず

さ＞，〈ニュートッフ｡＞よI)切り上l)

が良く，夜には下側一列に4艇のマ

ストヘッドライトを見る様になった。

この時は星空の下，皆で優勝のス

夜半には30ノットを超え，遂にオー

ルハンズがかかるが，この時から

「ジイジ」がキャビンの主人に。

5月1｢1,雨。朝方には40～50

ノッ|､になり，3ポンのメインにス

トームジフ;09:00頃，「洗岩が見え

る」の一言て諌大騒ぎ！。実はかなり

遠かったのだが洗岩に見えたのはス

ミス島で，見なければ要らぬ心配を

せずに済んだものを，この時は''1|り

の波が全て洗岩に見えてくる。この

時から，メンバーの口ぐせは「海一

神様，風の神様……」となる。

夕方になってやっと風も落ちてき

て，夜には久々の星空。こうなる

と，やは')来て良かったとか，仙艇

はどうなっているなどと余裕がでて

くる。昼間は，ただ無事に着くこと

を考えていたのに…"・・

5月2H,夜明け前より再び前線

にひっかかり，風も30ノツ|､へ。誰

かがきっと夜食の梅干の種を海へ総

てたに違いない／この風も昼前には

20ノット以下に落もて来て，追手と

なった。やっと南へ来た感じで太陽

も顔をl｣!!し，ジイジも天の瑞戸をﾄﾙl

けて出てくる様になった。

ところが，夕方、バッテリーの光

次回もまた頑張ります

<友架里〉クルー内田雅H冑

第6回小笠原レース。私にとって

は昨年に続き2度目の小笠原レース

て､､ある。本来，私はアルコールの必

要なブルーウォーター派なのだが，

小笠原の良さにレースの苦しみも忘

れ，〈友架里＞クルーの甘い言葉に

だまされて出場することになった。

昨年は，ゴール真近くニして微風に

把かまり，時間の関係てゞリタイヤし

たのだが，今年は艇を〔高井33〕に

変えたこともあり，優勝を狙って全

員やる気満々1

メンバーは混成チームて‘，〈友架

里＞のメンバーは，艇長の白鳥祐一

以下，小幡武，大江勝↑烏海道夫，

またぐ友架里＞のホームポー|､て､､あ

る葉山マリーナから選抜された(?)伊

藤ジイジー本当に60歳のジイジな

のである－と私。コーチヤからの

助っ人である小林健一，そして，正

体不明の川上一久の合計8名。

4月29日，昨年と違って天気は良

く，風もまあまあ。今年は素敵なク

ピーチを考えていたのだが･･･…

オフでバースに夜半』初の｢ﾌッチ

ると「なんでまた， こんな苦労を人
‐
し なくては？」と考 えてしまう。本

来るとは知らず当の苦労がこれから来る

■ 朝，東側下手

。残り3艇は

下側前方にいる。いつの間に変わっ

たのだろうか？昼間はずっとそのま

まスターポーて鰻，夕方になってポー

トヘタック。次第に風が強くなl),
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'IEの為にエンジンをかけようとした

ところ，エンジンがかからない。何

やかんや3()分牒やって，シリンダ’に

ﾉkが入っていることが'1つた。本､'1

ならここで私の|1!1番一塊は私は，

某I'|#)J4[会社てディーゼルエンジン

のI没I;|をしているのて､す－なのだ

が作ることはて､､きても直すのは……。

結ﾙｳ，あと111て・きる限り，地気を

使わずにｲj･こうということになった。

凪も気介も｜･分だったのに、夜の

ロールコールで､，〈衣笠＞が先ｲjし

ていると知った時は全員がつくり。

さすが<衣笠＞と感心。

5月3H|IMili･セイルはフルで一

路父島へ｡快調./快調./そして13:12

遂にゴール12位て､､はあったが，終

わり良ければ全て良して､､，この時か

ら，2年後の楽しい楽しい？小笠原

レースをまた考える始末て､した。

<NEWTOPCAT>

高原俊弥三浦～小笠原100時 の旅間
I

て､南東風のベタにつかまり，目標は

急拠「今日中のフィニッシュ」に変

わってしまったのです。無線がダメ

なため2時間前のコールがとどか

ず，その上夜間入港て､､，オールハン

ズで緊張しながら211kf50分フィニッ

シュしました。

その後は，応援メンバーのおかげ

で暖い風呂，ホテルシッフ。に入るこ

とができました。父島滞在中の天気

は，あいにくのN:jつづきでしたが，

1H半の充電の後レースメンバー4

人に，回航メンバー2人を加えた，

計6人で二見港をIIII,発，烏島あたり

て’，ゴールデン・ウィークも終わ

り，会社の机を心配しながらの帰港

となl)ました。

最後に乗員の紹介。カッパとハー

ネスを着たまま7時間も訓垂したバ

ウマン是樹'参一一。最後まて､､ハーオ､ス

て徽身を固めつづけたナビケーター鈴

木宏保。ゴミの|｣｣から食料捜しに苦

労したコック長小林茂。船酔い？マ
ゴミ

ク、ロ族無線士大森貴夫。一時は塵か

ら泥になりかけた機関十三浦透。明

け方は，いつも元気にラットを握っ

ていた，夜明けのセイラー竹井勤，

これで引退する……と言っている艇

長桑原孝雄そして，常にフオ､での

娯楽を求めつづけるオールラウン

ド，何んて､､もOKの私高原俊弥て、すぐ

くトップ･キャット＞チームに埼

玉大ヨシ|､部OBを加えての総勢8

人は，ロングレース未経験者がほと

んどで､，当初不安て､､はありました

が，まずは完走て､､きました。これ

は，良きチームワークとクルーの潜

ス
タ
ー
ト
直
後

秒

１

初めての小笠原レース参加て．した。

レースもさることながら、堆備て,も

随分と苦労しました。ロンク零レース

櫛稚験荷がほとんどのメンバー構成

て､,NORCのカテゴリーIをクリ

アーし、無線機等の叩:術など，初め

てのことばかりて＄どたばたし，レー

ス'だ1j委貝の方々にも多々ご迷惑を

かけたことと思います。

そして，レースが好iまったI沢て､す

が，レース'|'て最も感卿止たのは，

フィニッシュの瞬|川てゞした。

il妹判睡，しかも時|H1は夜1()II，↑まじ

か。「フィニッシュしても1樅もいな

いんじゃないか？さびしいな./」

と,i,fしながら二見港にf1粁．すると

jj,LII"には30人近いll'!迎えの人と「ご

IIffl:'ｿｸさ/し」の声。これには鮪きと嬉

しさとともに，今まて､のIIIII:労がけし

ア|§び，また，これまて､のレースて禰は

感じられなかった「'だ北することの

すばらしさ」を十分に味あわせてく

れました。

レース実行委員会．小判ﾙ(ヨット

クラブ並びに応援|寸Iのﾔ干さん，あり

がとうございました。

さてレースの概要ですが，

llll_|:スタートは|打～|fil1Wの瞬

肌，｜|棟「100時間以|人lフィニッ

シュ」をかかげて三崎を後にしまし

た。このころは,IAI眼て､他艇力洲認

て､､き，クルーも元気いっぱいでした。

21111:肌は次第に強まり，タノノ

からは3ポイントまて縮乢夜半に

は風速30ノッ|､を超えはじめ,_|話り

の不得意な我艇は、徐々におとされ

はじめました。

31111:低気J_fに突入，ブローで、

40ノットを超える風の巾,2時間交

代のワッチて’まる1日耐えました。

2()|畔のロールコールで､は仙艇と5(）

マイル近くも離され、1時間で､2マ

イルしか進めない状態おまけに令
ゴミ

員人|H1から順になりかけ，先ｲjがあ

やぶまれました。

41111に前線を抜け，風もうしろ

にまわり，朝Hが差し込んてゞくる

!'!，｜|が覚めた私は，横に寝ていた

竹jl君と,ILI､わず握手。風向，風遮汁

とアンテナカ可漉壊されましたが．ヘ

ディングを父島に向けクオーターてﾞ

の快走開始。

5HU:*119時間頃まで､は8～9

.ツツ"ﾄでており、山下達郎のBGM

に乗りながらII没まて．には入港て､､き

る気配でいた。しかし最後の一波

乱、"I'I然は人の思うようには成ら

ぬもの……”残り50マイルのところ
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在的技峨のすばらしさによるものて、

しよう。また，凹航メンバーのii'l

lﾉ1，大谷，応援団の竹内‘森|､.，他

の皆さんも稚陪労様てゞした。レース

10

の成功は，ヤ写さんのおかげで､す。重

ねて、御心配をかけたレース災行委

員会の方々、そして‘おせわになっ

た小笠原ヨシ|､クラブ‘ルt緩の皆さ

んに深く感謝して、筆を置きます。

雌後に一言「数あるクルーザーク

ラス艇よ、ロングレースに参戦せ
卜 / ｜
牛 ． 」

デイスマストで無念のリタイヤ <NACHI>

<ナチ＞のメンバー

4)129I1スタートの小笠原レース。

しかし，レース前に描いた夢は311

後，無残にも破れ去った。

51111112時15分ごろ，八丈肪の

1判約130マイル地点て､､ディスマス|､。

肌はI櫛々東約20m前後，波間4～5

m・セイルは2ポイントリーフ,No.

4ジブのスターポードタック。

＜ナチ＞の得意とする強風の上l)

て､艇速約7kt・乗員12名の夢を乗

せ，一路小笠原へ向けて走り続けて

L､たとき、ドーンという音ととも

に、キャビンの''1のマストが折れぬ

けていくのが兇えた。本}11にアッと

いう間の出来事だった。外にIIII,る

と,l瓜と波と雨．そして「ア然」と

したクルーの顔と顔。

すぐにオールハンズて､マス|､の切

り放し作業にかかったが、リギン

カッターの刃は役にたたず，マス|、

がポート側のﾉ､ルに､'1たり、無気味

な音をたてている。すぐにライジャ

ケやフェンタ守－などをハルにあてて

破損を防ぎ，ノト度はターンバックル

をはずしにかかった。

クルーの必ﾀの11業のかいあって

全部のﾀｰﾝパｯｸﾙをは-ずし終

え、新品のリグが海底へとii'jえるま

で､の約1時間．改めてロッドステイ

の強さを思い知らされた。

一段落した後、とりあえず一悉近

い八丈肪にli'lかうことに決まり機走

を始めたところ‘‘燃料残約1004てﾞ

八丈までギリギ'ノとのこと。そこてﾞ

l制没リグを作ろうとスピンポールを

ｳ§ててス|､－ムでの''1陸に切り換え

た。するとアヒ令－ム位で2kt前後ま

で加速したが、八丈へ1j･<には凪一

徐々にli'lい凪になり．結局機走~L

5～6ktの艇速を保ちながら進む。

八火肋ji'l符は翌IIの昼過ぎ。そこ

には強凪の為．漁船や本船が40～50

隻避靴していた。

結果は上年にIjlき続きリタイヤ。

しかし、＜ナチ＞はこれにめげず外

洋レースにチャレンジ､を続けるだろ

う。外洋にロマンと夢があるIMI)。

また米イドもあの肌と波のI|!て､お会い

I土｜卜弓
唱小一≠ノo

デイスマストノ

220マイルをジユリーリグで走り切るくあずさ〉杉村直樹

＜あずさ＞の小笠原レースチャレ

ンジも31''l目となった。計画'て､は90

時間私独で515マイルを走り切l)、

小笠原二見港に入港するべく参加し

た。しかし，事は予測通|)には述ぱ

ず，大変な事態て､､終わることとなっ

た。「ディスマス|､」－こうした

|'|艇の反省材料は、出米ることなら

衆目にさらされることなく，ひそか

に自己反省して逃れてしまいたいも

のだが．レース委員長宮坂iill大の

「書くように」の一言に被俳人のご

とく縮み上がり，やむなく悪兼を示

すことをせざるを得ない。

5)jのロングレースて淨は一つや二

つの低剣王，前線力現れ，また快i淵

なら初夏を思わせるようなセイリン

グllfllもある。いずれにしてもこの

季節の気候条件はバラエティに｛IMiち

たオールラウンドな状ﾙﾋか多い。

4月29111200小網代i'l'をスター|、

し、一路小笠原をⅡ指した。スター

|､時10ノット程度の風て．クロス。1

8～20ノットて､､コース17()。～230｡

と快調に走った。3011夜半よ')X11炎

は予想通I)悪化して米た。5112H

0000,風は低気圧に入ったか40ノッ

トと強まり、波もiRi<オーシャン

レースらしい厳しさを蝋してきた。

セイルは2ポイン|、リーフのNo.3"

ブで､ある。これより風が1･.ればNO4

にするぎりぎ|)である。

0230ころ風が落ち始め25ノツ|､。

ﾒｲﾝのﾘｰﾌを一気にﾌﾙﾒｲﾝ

とし．ジブはNo.3のままとした。や

や落とし気味のクロスて瀞の進l)て､､あ

る。コース165．て、スターポードの

ベストコースて､､あった。

0ノ」211()300ワッチを宮崎らに交

代。このコースて､波は良くないが，

風は20～25ノッ|､て､､5.1ノットのへ

速て進んて､いた。バースに入I)渡る。

()33()ごろイ《快な“バーン，，“カー

ン”というl'･PI贄に！」を党す。「1111か起

きた」一||舜強い不安を感じる。llil川：

にデッキ|_より「ディスマスト」と

声が掛る。飛び起きる。船は大きく

ヒールし，その後不安定な揺れ，振

れとなる。「皆だいじょうぶか」。

「ハイ」，「|共1工具！」とさけ

UthilH､¥に外にll',る。マストが闇夜の

!''、ノ,鉱に典横に沈している。こん

な||､↑.ill1|'にあるマス|､，セイルに

夜光虫が光るのが奇妙に兄える。マ

ス|､にまっすぐｲllつた状況て､ステー

が没している。このままて､､は波て､船

が倒きれるようで､危険て､ある。マス
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｜､を拾てるべきだと沢した。リギン

カッタ－て､サイドステーを切り姑め

る。テンションのかかっているス

テーは注意してりjる。船を身軽にす

るよう急ぐ。初めてのディスマス|、

ifkil!落水しないよう声をかける。

llij横後ろのステーをﾘjり，マス|､は

3,000mの海底へ析しいセールと｣Iぐ

に藩ちた。まずは一応の安心をし，

改めて何本を考える。ここからまさ

にいろいろな|ll1浬がlll積みしていた。

1,!/:iir,lからしてこれはとんて、もない'll

態て､ある。吾|跡縄().22束経141.01は

,!‘.ｳ烏の40ﾏｲﾙ束て､､ある｡八丈XIjま

～約200マイル父,略まて､､220マイル<・

りいの距高鵬マス|､のないヨシ|､を

ぢ-えると悲観的な股さて､ある。職lll

は今Hまて､､に充IEに使川しているこ

とから残量25“11狸であろうとのこ

と。2‘5マイル／2としても50マイ

ル～60マイル分ということか。この

典蝶な夜て､､はどうしようもない。夜

がlﾘlけてジュリーリクぐをスピンポー

ルを使ってやるよl)なかろうと，私

と''1川以外はバースに入I)ll)1けるの

を待つこととした。lﾘlるくなり一応

無線で三崎ヨシ|､他に連絡をつけら

れる力‘どうかやってみる。マス|､が

なく、アンテナ無しでは仕方がない。

#lli修川アンテナをスタンションサイ

ドにはわせてみるが伝わらない。

ﾍジｭﾘｰﾘｸﾞにかかる｡ｽピﾝ

ポールを立てることとして，フォ

アーにブロックを入れテークルて、ﾘ｜

けるようにして．サイド左才i2本ず

つ，バックステー1本とし，計6本

て､､､，/:ち上げる。スピンポールの|､ツ

フ･にブロックを入れ，これをシー|、

てり|き、マス|､ステップ･の~ﾄー に板を

11間ませ､ジュリーマス|､が立った。

セールはメインの1ﾉ按にストームジ

ブを横に｝喪州した。｜几1の凪を'更け1.

7ﾉｯﾄて走る。

八丈島をLI指すか，父島かで､、一

晩場-えたすえ父l!jとした。八丈に|Al

かうとするとさきほどの低気1三、前

線をクロスて､走ることとなるだろう。

ノ〈気|剛力､ら肌はl几iから-|ヒヘサそして

束へと変わることと考え，多少MIi%|f

は淀〈とも父II1Ir-HIf'lかうこととした。

ジュリーをセットしたことで､,1IIIか

一段階/にきられることに近づいたよ

うな気がした（今となっては大け､さ

な気がするが)。］'備アンテナとな

るコードを3m強のジュリーマス|、

につけて三崎ヨシ|、を呼ぶが111も恥

こえない。夜になl)風が北に変わ

l),小笠原にli'lけて走る。ジュリー

ジブも展開て､､きるように昼の,ﾉ,に手

を加えた。ジブはスパンカーを使

い，ヨシ|、らしい形となりⅢ陸らし

くなった。保安庁の飛行機がI.空を

飛び，無線て話せた。自力て、父肋ま

て､､行くことを伝える。巡視船くヤシ

マ＞が近くを走りながら，八丈にli'l

かつてｲ~jき，我々 の無事を願ってく

れた｡心配していただき有難かった‘

また三崎ヨットとも交信が｢'l.能と

なった。船はジ､ユリーリグながら快

走し，3ノッ|､～5ノットという艇

速となり‘改めてジュリーリグて､走

れることを'ﾉﾐ感した。さいわい犬候

がディスマスト後人きぐずれること

なく、父肋にli'1かえる風向と肌ﾉJで

雨ながら幸いて､､あった。小荊ﾙ(て､､は

小笠原ヨットクラブの皆様コミッ

ティのくフジ＞宮坂氏，坂西氏、優

勝をはたしたく衣笠＞の鈴木艇災は

じめ多くのﾉﾉ々に出迎えていただ

き、なんとか加嘩に着けたことをi､‘,；

んだ。ヨットは小笠原海運により竹

芝まで運び、機走て諸磯母港に1，}っ

た･

今改めて考えさせられることは，

マストの折れた原因の追求とオー

シャンレースで､のマスト強度と州w本

の安全性にIH1)辿はないかということ

だ。ディスマスト時タックしたわけ

§灘
嗣津

謹､

巽

認‘灘

理
識
串
》
盈
瀞

ジュリーリグのすえ小笠原到着

の鯛析面を見ると，全て延性破壊の

剪断による破面を呈している。破面

に平坦部がないこと，かつ貝殻模様

の疲労破鰡寺有のビーチマークが認

められないことから疲労に超|太'する

破断面とは考えられない。衝撃的な

荷重にimえ切れず，破断面即ち強度

不足による破壊と思われる」との結

果を受けた。

マストメーカーて余あるT社と打ち

合わせ，この点を話した。マスト

メーカーも「IORのインショアー

型とオーシャンレーサーとて､､は厳し

さの点でも考えさせられるものがあ

り，安ｲ¥性について船の設計者とち

がった，マス|､メーカーとしての製

品保証における問題点もあると思

う」と答えている。彼等もインショ

アー型の船とオーシャン，ロング

レースをｲ｢う船とマス|､を2本立て

て選択の余地をオーナーに示して，

今後やって行く必要があると話して

いた。またその準備を行っている

ようてある。

ちなみに没計者からは，船やマス

トに強度kの問題はなく-'一分で､ある

との返半であり，自分の船は自ら守

るというIIK点て考える必要があるよ

うて､ある。

いずれにしても我々は素人で､あ

り，いくら災〈ヨットに乗っている

とはいえ，専門家の信頼のおける船

造りを期待せざるを得ないこともた

しかだ。

今IIの)又有を基に，より安全な航

海をしたいと念じている。

一戸､・ナナムノ

LD'｡，、，フ

テーも通FI1な

あった。ロツ

エ
の

手
ナ
、
ノ

ー
ヨ

｜
ミ
ン

＋
ノ
、
ノ

ン
ー
プ

ツクス

111雌こて、

､卜披l,1，1ドリギンのマス

て畿の破損があり、抜けたかどうかは

夜間で､のことで､もあり不明て､ある。

マスト折断miをりjりとり．ある令脳

会社のエンジニアに兇てもらった。

その結果て､､は「アルミ今金製マス|、
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烏 にお以易 第30回鳥羽パールレース実行委員会

（東海支部）

/第胴濤羽ハ狸ルレーズJの雛のお知らぜ

「全|膿|のクルーザーを，鳥羽に集めようⅢ

今年，｣観1パールレースは第301''lを迎えます。NOR

C40年の歴史に301''lを重ねるこの鳥羽パールレースは、

幾多の苦難と輝かしい歴史によるものと1椎もが認める

レースて､､す。

このレースは，夏の幕開けの時期に，「青いﾂ腱､鼎い海

に白いIlIL」と絵のような，誰もがあこがれるすばらしい

シーンを再現します。また，遠州灘からｲ'1椀難への比較

的単純て､､,ｸﾙー ジﾝダ･ｽポｯﾄの多い伊豆じ烏･伊

豆半島に沿った魅ﾉJ的て､かつ皮ｲ達なコースて､､す。しか

し、天竜川ii'lllやl.1,l'liのi'lﾘl汐,AI,判の流れ，イ珊什航I器と

けっしてあなどれないコースて､すが，外洋レースの人|I'l

として誰もが参りⅡて､きるレースです。特に，「いつかは

鳥羽パールレースに,'l'!たい」と,W,っている皆さん,"30

111lの記念すべきレースにこぞって,111場し，鳥羽の海に15

0艇、いや200艇のヨツ|､を浮かべて，海の仲間のお祭り

ゃlキl卜弓
一一一一季／0

第11''1,1割イパールレースは,1960年，横浜から鳥羽一

て識のコースを御瓜と逆潮の述ｸ'|､脚て､タックを繰り返し，

90時間余りかかって21フイー|､の籍燗延くチタ1111:>が

優勝しました。ノト,30111|を迎えようとしている鳥羽パー

ルレースは,NORC}1i城艇1191艇の|ﾉ1、約150艇の参

加が見込まれる|卸内雄大級の外洋レースに成長しました。

第30回鳥羽パールﾚー ｽの開催にあたって
実 行 委 員 長 川 端 治 夫

今年で第30mを迎える伝統ある鳥羽パールレースの実

行委員長を昨年に引き続きお引き受けしますのて､よろし

くお願いします。（／）

。
叩

弓羽パールレースのスタート風景

振り返りますと，第20回から地元鳥羽市および烏羽市

観光協会の全面的バックアップ･を頂き、TI砥に愛され，

親しまれる鳥羽パールレースとなってきました。今やll

本列島各地の県市町村が開催するイベン|、.ブームの

中，我々の手作りの鳥羽パールレースは．どこにも負け

ないNORCの一大イベントだと思います。

30回という年輪の意義は、この烏羽パールレースカ礎

となって，我が国外洋ヨットの発展に，また，｜||:の'|'に

NORCを知っていただく接点としての役荊を果たして

きたことであり,今後も歴史のページを枝み爪ね、益々

NORCを代表するレースへと皆様と一緒に育てていき

たいと思います。

みなさ/し。ぜひ今年も,《”て､､お会いしましょう。

少年がおじさんになってもヨットはヨット!！
東海支部・鬼崎フリート(OYC)

〈ハイビスカス〉グループ梅原啓三

我々 ＜ハイビスカス＞ク奪ループにとって1988年は雌良

の年て、した。

目標として①!'.”パールレースにll'1場すること，②O

YCポイン|､レースて､年|H1総合優勝することを掲げlｲ|晶

間”侭ってきました。総ｲﾔ燭l券を逃したものの2ｲ|挫統
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て"2位を従得することがてゞきました。一方，〃lオパール

レースはクルーザーコースで出場を果たし，尤走，52艇

！|'28位の好成績を収めることがて､､きました。年lﾘlけから

幾多の準州をし，成就て､､きたことは、無上の点びて．した。

11H*|140ｲ|杙前半，鬼崎の浜でA級ディンギーとスナイ

フ。に乗っていた少年たち（今て､､はおじさんと呼ばれてい

る）が，夢にまで兇た,!:ｳ羽パールレース，皆さんにはお

おげさに'びるかも知れませんが，我々にとっては晴尺の
へきれき

露霊のようなものなので､ぁl)ます･「パールにNIIたら

ヨットをやめてもいい」と思っていましたが、「今年も

111,るぞ」とⅡ'l.んだりして。

（人|H1の欲岨には限りがないもので､す）

今年は、鬼崎フリートに〔タカイ31],(ヤマハ30R]

とレーサーが加わるとのこと、我々も気合いを入れてさ

へに精進します。そこて．今年の|Ⅱﾘﾘ{は①鳥羽パールレー

人で上位人撹,OYC年間総合優ll券。ちょっと雌しい

かも知れませんが，理想は向ければ高い程よいというこ

とで､ありますのて、，ジャンプ。して超えたいと思います。

筐行委員会から今年の,二羽の吾入れについて:謡…

･レース本部を「望海楼」に変更します。

永い間お111話になりました「海上ホテル朝雲」から変

史しましたが，「望海楼」は場所が大型浮き桟橋に近く，

抑に面して広<11Mるく本部に最適なため，ご協力をお願

いしました。イ刊胆|1告,ll'!艇申告及び艇良会議もここてゞ

行ないます。

・鳥羽市から記念フラッグを全艇に贈呈

鳥羽市から節30111を記念して参加全艇にブラック．が贈

られる予定で､す。

･liij夜祭のはオーナーパーティとクルーパーティを開催

今年の前夜祭は，オーナーパーティとクルーパーテイ

を分けて開樅します。参加される皆様に満足していただ

けるよう、いろいろ企画しています。

’1989第30回鳥羽パールﾚｰｽ実施要項 本部帆走委員会

コース:Aコース鳥羽→神串lib(1又I1糯け→三崎巷

(180im)

Bコース1!..613→三崎港(150浬）

レース||梶：スタートH"l17112811(ir)12:()()

タイムリミット7113011(II)18:00

iml111l3&11l1:AコースIYRR1985-1988@NO

RC外洋レースルLlllll988,IORMK

III1989,ORC特別規定1989,NOR

C特別規定,NORC設備規定，実施

要J1政び111'陸ｲ肺応ilf。

BコースIYRR1985-1988,NO

RC外洋レース脱l1lll988,NORCク

ルーザーレーティンク規則、′メミ施要項

及びI肌走指示謀。

参りll資格:AコースIORもしくはJORのｲI

効なレーティンク、をl1r有し、ORCIII

以I．及びNORC-B以tの安介検査

に合格しているクラスI～VIの艇。

*iillill限はレーテインク証謀氾倣の人

数十2とします。仙し，安粂検介の人

此lﾉ1とします。

BコースNORCクルーザーレー

ティングを所有し,NORCの縦録艇

または会友艇て馥あること。小ﾉ111船舶安

全検fr「沿海区域」以l･_の検査に合格

し、jllえて乗員分のハーオ､ス及びパラ

ンュートフレア4本を搭載している艇

乗典制|股は船検て､定められた人員内と

します。

(ii:):IOR/JORのクラスI～Ⅵの証書

を取得している艇は，クルーザーレー

テイングて､､Bコースに参加することは

H1｣来ません。但し，クラスVIIはクルー

ザーレーティングて､､Bコースに参加出

来ます。

5.A,Bコース共通の条件：艇長はNORCの会員て、

あること。乗組員は4名以上であるこ

と。全乗組員の過半数はNORC会員

て､､あること。

6．参加費川(A、Bコース共通):参加申込みl艇

6,0001-'I．

乗員参加料会員（準会員を含む）2，

500円（1人)。非会員及び会費未納者

5,5001'1(1人)。

7JIIし込み締切り:6)13011(f)18:30(NORC)

8連絡会縦：東京71114H(金)18:30NORC本部。

東海7)119日(ﾉj919:00華寿殿。

※必ずと､ちらかの連絡会にHI1席をお願いします（艇長

もしくは代理人)。

9．その他：出艇申告時（7月27｢1）には下記の書

類のコピーを提出すること。事前に準

備をして|､~さい。

Aコース安全検査証会員証，出艇

II1告耆(2枚)。

Bコース船検証会員証，出艇111告

耆（2枚)。

｜川い合わせはNORC本部事務局(03-504-1911)担

>'1神H1まで。

なお，鳥羽及びフィニッシュ後の油地についてはj郵舟

会,誰て､説IﾘIします。

1

２

ワ
Ｊ

＆
４
４

声
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l｡YoR.R｡付則14(イベントの分類，広告）の規定は，新設ルールである

だけにまだ十分に消化されておりません。これはl.Y.R.U.が作成したQ&

Aですが,付則14の規定を正しく理解して頂くための一助になれば幸甚です。

NORCルール委員会

石井正行

Q.艇種別協会又はナショナル・オーゾリテイーが「す

べてのレースをカテゴリーBのイベントとする」と決

めた場合，レースの公示にイベン|､の分類を明記する

義務は免除されますか？

A.義務は免除されません。1.2の規定は、カテゴ

リー分類をレースの公示及びIIIILXH締｣§苔に明記するこ

とを義務づけています。

もし，カテゴリー分類に関する特記事項がなけれ

ば，そのレースは白動的にカテゴリーAとなl)ます。

Q.(1.4)に船いて．「緬軸'1協会」という言雌は

「インターナショナル・クラス・アソシエーション」

だけで､なく，その他の国内クラスの艇種別協会（クラ

ス・アソシエーション）も指しますか？

A.「艇種別協会」という言葉は,I.Y.R.U.又はナショナ

ル・オーソリテイーに承認されたすべての婚翻り協会

（クラス・アソシエーション）を対象としています。

Q.世界選手権に船いて‘レースの公示に「付nlll4は、

レースI|1に限り適用されると書いてあった場合、i縦

団体は、レース''1以外であれば参加岩に対して広f'iの

表示を要求したり強制したりすることがで､きますか？

A･否,(1.6)I*|||界選手権大会及び大陸選手権大会

だけに適用されます。

クラス・ルールによる特別な規定がない限り、この

種の大会中の何時て、も，競技蒜に対して，そのヨッ

ト，衣装又は装術に広告を表示することを要求したり

強制したりすることはできません。

Q.スポンサーのついた大会に．あるクラスのヨットが

参加する場合，主催団体はそのクラスの艇種別協会の

承認を得る必要がありますか？

A.大会がその艇種別協会の管轄ドて､､行われる場合に

は，その承認を得冒る必要があります。

KeilWeekやHyeresのような大会の場合は，艇極MII

の大会で､はありませんから，通常は艇種別協会の承認

は必要て､はあI)ません。ナショナル・オーソリテイー

の承認だけが必要となります。

しかし、例えば世界選手権人会に船いて，艇種別の

管轄下で大会が行われるというような場合は，ナショ

ナル・オーソリテイーの承認と同様に艇種別協会の承

認を取り付けなければなl)ません。[19]

Q.イベン|、．スポンサーのステッカーは綱本のilij側に

つけることがで､きますか？

A.そのjml)。イベントスポンサーのステッカーは，艇

体の向舷に1つずつ付けることが出米る｡[1.9(a))

Q.イベント・スポンサーに選定されたスポンサーて謡あ

れば．liil-のステッカーに2つのスポンサー橘を表示

することがて､､きますか？

A・否，スポンサーの広1'r(Advertisingbythe

sponsor)という意味は1つだけです。[1,9]

Q、付111114に対する違反の事'炎を確認した場合は、まへ

最初に弊i'iを発しなければならないて’しようか？

A.否,(1.1())に記載されたものの中から|'llllに選択

することがて､きます。

Q@1.10(c)の規定は、「ヨシ|､がレース!|!て､ない時に

違反が,陞った場合は，必ず失格とする」という怠味で

しょうか？

A,fff,他のhil何なる処殻で､も|'llllに選択することがて．
当土弐一
ごふヅC

Q.カテゴリーAの場合．レースの公示に「付11l114は

レース'|'に限')適川される」とあれば，参加荷は，

レース'|'て､､ない時には広f!jを鐙尻することができます

か？

A.その皿I)て翻す。111.し．111界選手権大会及び大陸選手

権大会に船いては，広門表示を要求又は強制されるこ

とはありません。

Q.カテゴリーBの場合．ヨットが表示することのて､､き

る広f!iは、1.9によるスポンサーの広告,3.2へ
による例えばナショナル・オーゾリテイーの広杵，及

Ct,3.1による2つの{|門I別広告の4つと考・えてよい

てゞしようか？

A.3.1はヨシ|､の広告に関する規定て､､あり,1.9

はイベン|、．スポンサーの広告に関する規定で､あ')、

3.2(a)はI.Y.R.U､、ナショナル・オーソリテイー，

O.R.C.、又は魑重別協会の要求に関する規定て鹸す。

以上により、合計4つの広ｲﾄ『を表示することがて､､き

ます。つまり、3．1による2つの作l別広i'f’1．9

による1つのイベン|、．スポンサーの広i'i,それと

3－2によるI.YR.U.,ナショナル・オーゾ'ノテイー，

0.R.C.，又は艇種別協会の喫求の合計4って､す。

Q.ナショナル・オーソリテイーが広告表示を要求した

場合，その管轄下に船けるレースに関してはすべての

艇に対して有効と考えてよいて．しようか？

A.ナショナル・オーゾリテイーの広杵表示要求は，そ

●
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のナショナル・オーゾリテイーの椛限の範IIMて運営さ

れる火全て､レースをするすべてのヨシ|､に迩川されま

す。l!|lち！ナショナル・オーソリテイーは，この様な

大会て､､，すべての艇に対して，雌初の25％に広告を表

，爪することがて､きます。|"llえばフランスて識開催される

人公て､､レースをするアメリカの艇は，フランスのナ

ショナル・オーソリテイーの要求に従わなければな(）

ません。[32(a)]

Q.広fif表示に|対するナショナル・オーゾリテイーの要

求は，世界選丁椎大会及び人膨茎丁権大会にも適用さ

れますか？

A.行。クラス・ルールによる特別な規定がない限り，

‐|||界選手権入会及び大|唯選手権大会に船いて，競技荷

はWII1IIIなる広i1iも，ヨシ|､，衣如又は装備に衣示する

へことを要求された')強制されたりすることはありませ
ん。[1.6,3.2(a)]

Q.LYRU,ナショナル・オーソリテイー、O.R.C.、又

はクラス・アソシエーションは，イベン|、．スポン

サーの名前を咽本前部25％に表ﾌすることを要求てゞき

ます力，？

A.然I)｡l.Y.RU.，ナショナル・オーソリテイー、

().RC.,又は1野輔'l協会が，魎水|jiIMI25%を使用する

場合は,1出水の111'j{11ll及びデッキを使lllすることがて､き

ます。［3．2(副)］

Q・カテゴリーBのイベン|､に船いて，「残I)75％の5

()%」というのは，デッキも含みますか？

A.ff｡[3.2(b)]

Q.カテゴリーBのイベン|､に船いて、艇体に炎示する

広i1iは，艇の1之さに従って分割することがて､､きます

かワ

A・然I)。残り75％の5()％を使う|股り分害llしても差し文

へえあ|)ません。[3.2(b)]

‐母．イベン|、．スポンサーの名前又はロゴをセイルの'｡．

に表示することがで､きますか？

A.森。カテゴリーA又はBの場合はNOで､す。[1.

9，3．3］

Q.乗貝の着用する衣類には，幾つ広告を表示すること

がて．きますか？

A.鼓人限4つの|､11体の広iliを表示することがて識きます。

その'ﾉ1の2つを超えない広告は，ヨットに広告した団

体と迷っても柵いません。これに力llえて1.8(d)も適

用されます。［3．6］

Q.誰てもカテゴリーcのII1猜をすることがて’きます

か？

A.然I)。叶'請は，ナショナル・オーソリテイーの管轄

の下に開催される大会に対して，そのナショナル．

オーゾリテイーによる特jj'l広告規定の認口Iを11卜た後，

IYRUに提IIII!することになI)ます。

I.Y.R.Uのエグゼクティブ・コミテイーは，パーマ

ネン|、.コミテイーの指導により，カテゴリーBで､も

十分に広告て”きるという様な申請はて､､きるだけ認めな

いﾉﾉ針て､､す。しかし，特別な広告を例外的に認める場

介もあります。［4］
●前号の正誤表

含lII
lし1典粂」血

9イI；粥

9イI31
1(）1．1

11

レースルリ係尚･に火して

姑仙の強化を

1．Y,R,U､、ナショナル・

オーゾリテイー、O､R,C‘

は艇椰%'11)協会は

IYRR（|{)H9～92)の人公

の分航及びIム;'ドイ､1.11ﾘM

－人公の分蹴及び広iIi

この1．l･llllとィ$燗しない純

レース側係名･(ﾐ上｣として
ｲ挿募の拡化を

I・YR.U､、ナショナル・オーゾ

リティー、O､R､C､人蝉噸聰別協
会は

IYRR（1989～92）！|｜の1,1.11'1

11人会の分斌及び｝よi'『

このf･l"11l1とｨ謬盾土る純|川に限'）

セールメーカーのマーク（..….）

は、セールの11W【iに各11|/'1を付
（ナることがで､きる。このマーク

イ
イ
ー

Ｊ
１
１

Ｊ
リ
ユ
皿

l(） (2）

ｊａ

［
』
い
、

Ｉ
１

０
０
１
１

州|ﾉ1におL,て、
セイルメーカーの-マーク

（･…･）は、セイルのフ

シ1,の…

{よ、タックから、セールのフシ

トの・・

卜難兼ﾉ<｛よステッカーの#岨本各舷
へのl1lIii,j･は、

1つの|､11体の撚材入ブ.ランド或い

は製lI1I11fl、又はロゴに限られる。
セールメーカーのラベル又は口

卜螂膨<はステッカーU〕艇
体貼i､lは、

1つの|､j1体U)名材、又は

ロゴ<二I出られる。

セールメーヵのロゴを州

げることがて'､きる。

０
１
１

１
１
１

ｊ
ｊ
ｌ

ａ
Ｃ
‐
ｈ

ｌ
Ｉ

９
１
一
Ｊ

１
～
３

ゴを，掲げることがで、きる。

｢4000マイルを乗り切ったョツトマンを讃え,ともに,瀬戸内海の夏をおう歌しよう」

ヒロシマカツプ'89ヨツトレースのプレイベント
1989RCCミ､ソドサマーフェスティバル

卜

ヒロシマカップ開催要項

査済の艇て､､レース委員会が認11｢した艇）

●参加艇数／先許l()()艇

●適月l規定／国際ヨット競技規則及びIII1|陸指示智：

●レーテイング/1989NORCクルーザーレーティン

グを使川。未取1:1-艇はレース委員会が決定

●乗員塊11I／最低成人（20歳以上）2名以上

●申し込み締切/71120Hまてﾞ

●申し込み・問い介わせ光／広崎市南Ⅸ宇品湖椥-11

-21チヤートハウス内NORC西内海支部広島フ

リー|、('Ibl251-9262)

…

蕊 癖鐸妻

~"

蕊鷺

畷
行ー．…ユーーー蔓全蕊識季浄

●lIl樅Ⅲ/71129R(I:),3()I~I(ll)

●レース海域／‘高島大鳥川I}～宮助水道

●参りll資格／クルーザーヨット介般（ 法定検(ただし、
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EPIRBについて
たびたび，この「オフショア」でも紹介しています

が，なかなか不徹底な部分があるようですのて､､、タずブる

部分もありますが再度紹介します。

EPIRBとは

EPIRB(イーパブと読む）とは非常用位置表示無

線標識の略て、，いわゆるSOS発信機て､､す。それらの種

類としてはFCC(アメリカ迦邦通信委員会て､､11本の'竜

気通信監理局に樅11します）の呼称でA,B,Cの3タ

イプ。と衛星係があl)ます。

今l'ilからORCの指示に従って,NORCが採川して

いるものはその'ﾉ1のBタイプ。で､す。

タイプ｡A:従来の2180KHzを使l1lするものて鹸ll本て．もす

べての本船には搭赦され，以liljはヨットにも

搭載されていました。

受偏III､(は短波の海岸崎及び海_l･保安li:の巡

視船、各保安庁所),爵海岸局。外|卦の海岸l!1jも

常時受偏。

タイプ。B:本来航空機の遭蝋|{救助川に開発された為航

空機のエマージェンシー用周波数121.5MI-Iz

と243MHzを同時にﾁ関寸します。

受信機は定期旅容機，巡抄柵卜及び海IhL安

庁所属の航空機に搭載されており，一部外|IJ

では，既に衛星での受信も始まっています。

衛星受信については国内てゞも約2年後に1%l飴

すべ〈地上設備を整備しています。

タイプ℃：一部アメリカ等で沿岸の小型船用に使用さ

れ,llill"VHF帯エ冤一ジェンシーチャンオ、

ルの16chを使川します。H本国内では現在認

められず，使用されていません。

衛星系：外国の一部で､は既に本船やヨットに使用され

ており．406MIIzを使用した411占|の低高度極

軌j亘衛』i!_で受信し、その結果を各国の地球局

にデータとして送I)ます。

以kが現在使川されているSOSを発ｲ!;するEPIR

Bの種類て鹸す。

この'ﾉ10RC及びNORCが採用しているBタイプ・に

ついて脱明します。

現用EPRIBについて

カテゴリー0,1のレースに参加する艇には今年から

遅ればせながら必要備品となりました。

機材について

現在使用出来る機材には．11本製の本船用のものとN

ORCが頒布しているアメリカACR社の2租調iがあり

ます。大きさ価格の点からACR社のRLB-20が雌も

帆走委員会,安全委員会,通信委員会

ヨットに適しているので、これをNORCが輸入し、6

0,()O01'I(Wj也ll価350$)て頒布しています。

このタイプ｡はアメリカて謬は時々安光')をしていますの

て､､NORCで購入するより多少安くなる場合があります。

しかし、このままて儀は||本て､正式免許が取得て､､きません。

その為､NORCて鹸ばll式免許を取得l1!!来るように各種

データを測定し、電監力'ら1L式免而ノトを取得ILII!米るように

して頒布しています。従って、NORC以外の所て購入

されても、そのままて､は免許取得はⅡ！!来ませんが,NO

RCが行っているように、手間は掛かりますが，各種

データを測定し、図面を作成，申請をすれば免許を取得

することは｢'I能て､､す。へ

その他にl111じACR社のものて､､小1'i!て､､ポケッ|､ダイン

のRLB-21もあl)ます。このタイプ。は防水型で､すがフ

ロー|､タイプ･て､､なL､ことと，奄池の交換がn倒なので今

|Ⅲ|は輸入していません。l111曜品て識はJRC村が製造販売

していることを確認していますが、現在NORCて謡は取

り扱っていません。

免許について

EPIRBのみの単独免許は現在ii'｢IIIされていません。

他のVHFや純波又は2MHzの無線設備を持っている

ことが条件て､､す。勿論変史干続きは必要で､，呪ｲ'串務

|‘,)て､取l)扱ってます。(111_:'1小111)

'IE監に納める変史手数料は基本料金9,600111とEPI

RB追加料金の3,7001'1(合計13,30()l'l)で､す。

以liilからNORCて蕊は一括免許を取得するべ<l'1局と

交渉しておl)ますが．n1能性はあるものの現場で､はNO

RCに対する一折免許は災塊していません。

使用法についてへ

機材にも書いてある通l)救箇群紡職EPRIBは,li11

舶が重大かつ急迫の危険に陥った場介に使用することと

なっています。これはその他のEPIRBも灸て|ITIじ取

I)扱いです。実際に急迫する危険に陥る状態の判|析は艇

災がすることは当然て驍すし，艇長によって多少の判断基

準が違ってくることは当然考えられますが，乗此の生命

の危機，艇の航行不能の状態が一つの基準となるてゞしよ

う。

使用法は本体サイドに折l)曲げ､てあるアンテナを延ば

し，上部にあるスイッチのロックを外しONにすれば自

動的に最小48時間、最大8I=1連続してSOS電波が発射

されます。'屯波が発射されていれば本体上部のスイッチ

の近くの赤ランプ･が点灯しています。

呪在のRLB-20は本体が防7k機憐になっておl)．内

部には浮力材が入っている為，水''1に搭としても海面上

に浮いた状態て､動作します。

、



電池は使川しない状態て、6年保証されますが，本体に

装入されている場合は3年伽二交換します。

交換屯池は事務局にもII億してあり．約11,000円て､､す。

くれぐれも誤発射に注恩してくだきぃ。その度に救難

機や巡僻lﾊが出勤することになります。

救難システムについて

まず，ヨットカ､らEPIRBの電波が発射されます

と，岸から離れている場合は上空を飛ぶ定期便がエマ

ジエンシー偏り‐をキャッチし，キャッチした航空機から

航空蕪地局経由て海|保安庁に連絡されます。大ざっぱ

な位置をもとにして，救援機又は近くにいる巡視船がい

る場合は遭對地点に派遣し，現場近て､信号源の位置の正

確な測定をｲj･い，現場に急行して救助作業を開始します。

場所によっては抑上''1衛隊に救助依頼をする場介もあり

～す。

現在遠距離て､は航ﾂ殿に噸っていますが，約2午後に

は1I本も術母系のEPIRBの地上設備が完備されます

のて､、偉〃I4系のみならず，このBタイプ・も受信ILII,来るよ

うにNORCから要i消し，測定精度は専川の衛星系に比

べるとおちますが，′ﾉﾐ用l･洲魑ない範囲で受伺l'!来るこ

ととなl)ます。

この衛星系のシステムが今後使月lされるGMDSS

(Gr()balMaritimeDisttressandSafetySystem)と云う

システムの一部て．，集まったSOSの信号をデータ処理

して舗什のプリンターに|'1mjjil勺に打ち!'l'!す,NAVTE

Cシステムとの組合せて℃MDSSのシステムが完成し

ます。GMDSSに仙川する↑輔l.は米ソi'ljﾉjの4個の衛

JI!を使川し，既に外|'1て､は仙川を開蛉している国もあり

ます。従って呪ｲf使川しているこのBタイプ･がGMDS

Sシステムに組み入れられて使川がhI能になったわけで

す。

へ将来衛星系力現在のBタイプ。と同等の価格で販売され

るようになれば，勿禰MII定精度からも衛星系に切I)替え

た方が得策て､あることは云うまで､もありませんが，その
､潔蕊感，

?転挺

篭,活級無線j由ｲ細二無線従半者

陛|家試験受験荷講稗会のお知らせ

通ｲi委員会

奪謎

無線従‘贋者lu家試験に|{'1けての短期集!|!勉強会を開催

します。受験希望者はふるってご参加ください。

期間：6月2111から7112411(計6回）

場）ﾘ『：ﾙﾓﾉ門船舶振興ピル10F会議室

W川:20,0()01I1(I川題集等含む）

III込・lll1い介わせ:NORC事務k!)

b

＄
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||､1:になっても一応はそのまま使川出来ることは大きなメ

リッ|､て＄しよう。

Bタイプの欠点について

I到内に船て免許取得にあたって一番問題になったのは

IDが入らないZ|;てゞした。要するにSOSの電波が発射

されても11i処の船か解らない事て､す。これはAタイプ･や

衛星系のものについては全て船名が笠録されて電波発射

と共に船名が解るようなっています。

又，今後Bタイプ･を衛星で受信した場合，本米の衛星

系のものはi!{ll定誤差が約5km以内ですが、Bタイプ。は約

10kmと大きくなります。しかし、衛邸.て､受信しても実際

には現場へ船又は救1ﾉ機が飛ぶことになり，その時点で

il碓な測定が可能なのて実用上問題はないて，しよう。

免許に関しては上記の通り他の無線免許との併設が条

件で､すが。

しかし，単独に免iﾉ|取得出来るようNORCとしても

ﾉﾄ後関係官庁に要請していくことにしています。

終わりに

このBタイプcのEPIRBは国内で､も1986年7月1l」

発効のSOLAS条約により，本船の救命設備拡大強化

として救命月lの端艇及びいかだの非常用の位置指示無線

標識設備として義務づけられています。

電波をﾁ鵠Iすると_l記のごとく国内はもとより外国で、

も救助体制をとります。既にヨットて叡もこれを使用した

ことにより救助された実績はかなりに数にのぼっていま
一十
ソ○

設潰場所は索III､〈取りll'!せて，尚簡単には触れられな

いところを選んて取I)付けて置きましょう。

取l)付けﾉj法は消火器を取り付ける方法とllilじて誰で

も簡単に取り付けることが出米ます。

非常設備て､あることを頭に入れてくれぐれも誤雷|を

行わないようにiZi意して，非常時には有効に使用しま

しょう。

､ｼ識《:騨驚鱗一
蹴夢 串宙

なお，芯話級無線迪信|青の|11家試験は征年2I]と8月

に実施されます。次|Ⅲ|，米年2月期受験をめざしている

ﾉﾉも、早めのスタートをお進めします。平成1年度8月

期の電話級無線通信士の'11家試験申請書は各地電気通信

監理肋検定課にて受け付けています。

受付期間：1年6月8Hから6月22H

受験'11請料:3,4()0111

輸送の場合は、6月22Hの消印があれば，有効て､､す。

関束通知血信監理局管内の場合，工学と法規の筆記試

験は8月311(桐て､､す。

電裁通ｲ訓ijの試験ll程は8)lll-|から14Hの間で行わ

れる予定て、す。
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・
的
寸

下旧：
今

の

冊嘩

○
○
・
四
ｍ

○
○
・
ロ
寸

○
○
・
＠
吋

ロ
○
・
一
一

○
○
・
一

○
○
・
ｍ

Ｃ
Ｏ
．
①
Ｎ

○
○
．
ｏ
ｍ

○
○
・
①
一

Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｎ

○
○
．
ト
Ｎ

○
○
・
Ｎ
一

○
○
・
○
一

Ｃ
Ｏ
．
Ｎ

四
Ｎ
。
、
の

○
○
‐
ず
Ｎ

Ｏ
Ｃ
‘
の
一

○
○
・
寸
一

Ｃ
Ｏ
‘
の

○
○
・
四
一

○
○
・
ト

○
○
・
一
Ｎ

○
○
・
ト
ー

○
○
・
ｍ
凶

○
○
・
Ｎ
Ｎ

○
○
・
Ｎ
の

○
○
・
①
囚

○
○
・
の

ロ
○
・
ｍ
一

○
ｏ
・
寸

ロ
○
・
①
一

ロ
○
・
ｍ
Ｎ

Ｃ
Ｃ
・
四
国

『f唾
一全

寸
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ロ
○
・
一
の

Ｃ
Ｏ
。
、

○
○
．
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鯉
置
民
穏
〆
１
コ
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叶
遡
上
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批
款
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里
且
．
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三
三
田

’
○
○
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○
一

Ｃ
Ｏ
’
一
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一
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○
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す
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○
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す
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○
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○
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○
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一
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○
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①
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＠
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①
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○
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．
①
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第39回大島レース成績表

スタート時刻1989年5月27日11時00分（Ⅳ～Ⅵ,CR)
*JORクラス(I～Ⅵ)11時10分(I～111)

ｸﾗｽ11旧位 修正時間㈱ 総合||旧位艇名 初島回航 大島回航 到着時間SAIL T.C.F

① 21：00，00 2:36，173880 16:30:00 0．8422 46807 ５1 NINJA

22:23'00

21：40，00

21：05，00

21：45，00

22:05'00

22:00'00

21:05'00

21：50，00

21：18，00

21：50，00

4:44，21

3:59，11

2:32，04

3:45'25

4:49，12

4:16'57

2:50，32

4:10，11

3:00，08

4：13，50

Ⅱ 10

5

①
4

9

7

2

6

3

8

８
２
０
５
５
９
４
０
０
４

８
２
９
３
５
１
４
６
０
１

１
４
２
３
３
５
５
６
８
０

２
３
３
３
３
３
３
３
４

CONTESSAm

AOBA

KAITARO

ORIHIME

YUKIKAZEV

LAVIEENROSE

BLUENOTE

SEIKAIHA

KARASU

ESMERALDA

16:50:00

16:47:00

16:40:00

16:50:00

16:50:00

16:45:00

16:45:00

16:53:00

16:35:00

17:07:00

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
２
３
２
８
８
７
１
５
０

８
５
３
１
８
７
８
３
７
９

２
１
‐
２
０
０
１
１
１
１

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

52412

49361

44995

49046

51401

49774

46201

49771

46604

50311

26

15

①
12

24

18

2

17

3

21

へ

Ⅲ 38961） SHIKON 17:20，00 23:05，00 8:02，47 0．8060 60585 34

ハ ５
８
①
２
７
０
４
９
３
６

１

８
１
６
３
０
１
１
６
９
９

８
０
０
７
３
３
６
０
０
３

０
０
３
３
５
５
５
６
８
８

１
３
３
３
３
３
３
３
３
３

17:00'00

16:51，00

16:45，00

16:43，00

17：12，00

17:30，00

16:58100

17：15'00

16:53'00

16:50，00

INDEPENDENCE

HALFTIME

RIPPLEH

AFRODITE

SUMMERKNOWS

KAGEROH

CAETLA

BOY

SHARAKU

KAIENTA|

22:30，00

22:37，00

21：53，00

21：48'00

22:25'00

21：20，00

22：10，00

23:00，00

21：55，00

22:10，00

０
０
１
８
９
５
２
０
１
０

０
３
０
１
４
５
２
２
２
５

６
８
９
８
５
４
４
９
６
３

１
２
２
２
２
２
４
０
３
０

５
５
４
４
５
１
４
８
４
５

１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
１
５
８
３
９
７
６
３
４

０
９
０
５
６
９
６
９
２
５

４
６
４
５
５
３
５
５
６
５

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

48695

51153

46608

47538

50180

68285＊

48324

57851

48315

49124

９
狸
４
６
加
訂
８
羽
７
旧

、 旧
①
４
７
５
２
９
３
０
１
４
８
２
６
５

１

１
１
１

１

17:03，00

17:00'00

17：15，00

17：18，00

17：10，00

17:22，00

17:30，00

17：15，00

17:00'00

17:30，00

17:40，00

17:10，00

17:06'00

17：10'00

17:28，00

23:40，00

22:30，00

22:30'00

20:50，00

22:37'00

23:20，00

22:50，00

23:00，00

23:00'00

24:20，00

24:25'00

22:27，00

22:20，00

22:25，00

23:18'00

1155

1579

1725

1978

3002

3228

3236

3414

3494

3501

3510

3699

3670

3714

3888

７
５
６
２
６
８
９
０
８
１
６
９
８
８
８

０
４
５
２
３
２
１
５
４
３
３
１
４
１
２

１
７
１
７
１
１
１
７
１
７
７
１
７
９
７

３
４
７
１
６
７
３
１
７
３
０
４
０
２
８

５
２
３
４
４
２
２
３
１
３
１
１
３
２
０

９
５
５
６
５
８
８
５
９
９
０
７
５
６
９

１

IcHIJom

SHOUGAKUBOU

SUMMERGIRL

SERENDIPITY

SYLPHIDES

ALPHA

NEFUNOREO

OTSHOSAN

ARC-EN-CIEL

SONNBLUME

TRACER

NOVA

SAIKEN

FUUJINMARU

PHOEBE

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
３
６
５
１
６
９
５
６
９
２
７
２
２

３
７
８
５
８
９
‐
８
５
４
９
８
４
６
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
３
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

60390

48898

49522

52141

49920

59949＊

56332

49292

59037

59658

60900

53785

48966

51341

61448＊

３
０
６
５
９
２
８
４
０
１
５
７
１
３
６

３
１
１
２
１
３
２
１
３
３
３
２
１
２
３

へ

＊クルーザー・レーティングクラス（距離：85浬タイムテーブル：Ⅱ）

ｸﾗｽ順位 艇名 初島回航 大島回航SAIL 到着時間 修正時間秒 総合||旧位R.m

CR ０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

８
０
５
０
５
３

０
２
１
３
５
２

７
７
８
７
６
７

１
１
１
１
１
１

５
３
４
２
（
ｌ
６
ｉ

５
３
６
８
１
０

１
９
６
６
０
８

１
９
４
５
９
９

１
１
３
３
３
３

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

８
０
０
０
０
８

２
４
０
５
１
１

１
２
３
３
２
３

２
２
２
２
２
２

STAYER

AsTERIxm

AZZURRA

BANBOOI

SPRING

FIRST

９
５
５
０
８
３

５
２
３
４
３
‐

７
７
，
，
，
７

７
１
５
９
５
８

２
１
３
２
４
２

９
９
９
９
４
９

8．75

7．20

7．30

6．75

9．40

8．75

33194

28375

30110

28110

18494＊

33208

5

3

4

2

①
6

＊印'ノコール5％ペナルティ レース委員長：小田切満寿雄
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関東ミドルボール選手権を
終えて

'89

関東ミドルボールクラブ midd!eB"tSeni"蕊
錘ｬ卿

第1レースは順風，第2レースは30ノッ|､を越える強

風，ディスマストl艇，マストトラブルが3艇もあった

シビアなレースになりました。

第3レースはliilHと打って変わった肌の弱さに，瓜待

ち数時間後やっと肌のll'!て来たところを見計らって…l､‐

マークスタート、」_フイニッシュという変!!llショート

コースなりました。

第4レースは順風、第5レースは711のSTCにミド

ルポー|､クラブだけMI1スター|､をさせてもらう丁'定て､､し

たが，強風のため中_il:になりました。

自前の，独自のとイキマイテみたものの，関東支部帆

走委員長の小沢美弘さん，＜繩臣＞の古川オーナー，ク

ルーの皆さんの友好的なお手伝いをいただき感謝してい

ます。

ルール委員会からはｲi井さん，周東さん，大村さんに

お出まして頂き，振義審問をやっていただきました。

「レースは楽しく，しかし，スポーツだからルールは

ルール，なあなあはダメ」という<OTSHOSAN>

の井上オーナーの意li'lどおI),楽しいなかにも，キチン

としたレースが,'l1!来て参加者全員満足しています。

ミドルポートーオーナーズクラブは．オーナーの権威

と義務を守り，オーナー金員て、口も手も金も出して，楽

しい『'1にもマナーを聴守して名艇との親睦をはかってい

きたいと思っています。あまりの好評に，来年の5)1の

連休まで待てないのて､､911にもう一度やろうとオーナー

全員はりきっています。

》
一
》
函
》
函
〉
》
》
客
。
，
ｆ
蝿
灘

卓辱一争

31

ー

～ ‐

ミドルボートクラスのレースシーン

関東ミドルポート選手権とは,NORCのミドルポー

|､クラスを持つオーナーのクラブ活動です。

11I1年も前からミドルポートクラブはありましたが，今

年は自前のレースをやってみようと12人のオーナー有志

‐まり,鳩首会談の結果,少々変わったﾚｰｽを5月

の連休にすることにしました。

雌初はﾌﾟロ（ヨシ|､業界で､生計を}〉きてている人）は乗

せないレースにしようという過激な意兄もあl)ました

が，良識が勝って、IORのみは乗せても良いが，乗っ

ていない艇の1位にはベストアマ賞をつくろうというこ

とになり，クルーザークラスには乗せてはいけない事に
l土’十諺
レヂレノーo

レースのll的は，「あまりカリカリしないように楽し

くやろう」という事で､すが，なかて､､もう。ロを乗せたい人

は乗せて，全体のレベルアップ｡をはかる事は悪いことてﾞ

はないという聿になl),また．NORC発ｲjのｲi効な

レーテインク証書さえあれば，会員以外のビジターも'受

け入れようとオーナーの広い心を持とうということです

今II｣1初めてにもかかわらず，参加艇28艇(Iﾉ1CRから

3艇）が集ま')、スター|､マーク廻航，スピンラン

と.flli'iらしいレースを股附しました。

クラブ桝誉会長平松栄一

会員

く|¥兇＞術橋伸博，＜写楽＞熱出二土行、<H

ALFTIME>朝河清,<一乗111>"1｣'|亘昌．

<AFRODITA>菅野道,<OTSHOSAN>

井上－典，＜クーベラ＞願I〈武司,<SYLPHI

DESIII>術谷和行,<SAMOAV>大石巖,<

KELONIA>人祥11彦<RIPPLEIII>硲

俊弘,<SEACROWN>植木lli裕,<FLYI

NG-TINKERBELL>別部尚両l,<LAHA

INAIII>1ｲ藤文昭,<SERENDIPTYII>中

野昭．<PHOEBE>二常宏光,<ルージュ＞能

條秀夫,<CAETLA>沼田尚文,<BASIC

＞小板橋博{l.。
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サ ムタイム湘南ヨットフェス

ティバル19Bg

119艇が相模湾に競う
今ｲ|:.て第4111111を迎えた「サムタ

イム湘南ヨットフェスティバル1989」

は，去る5)1511,神奈川県莱llli'l1

て開樅きれた。

レースのエントリーはディンギー，

クルーザー合わせて600隻。しかし，

､'1Hは強肌のためディンギークラス

のレースが'|!止になり，クルーザー

クラスのみのレースとなった。

クルーザーて､､は119艇がこいのぽ

l)をはためかせながらの|'|熱したレ

ースを展開した。

また，レース終~]'後のパーティば

会場となった理j'一マリーナに2500人

余の参加新が集ま')，盛人に行われ
十、
ノーo

〔成紋〕クラスAmCAETLA>

②〈プルーノート＞③〈海太f(|IIV>

クラスB①〈サマーガール＞②

〈セレンディピティ111><ジュ

ルピアン＞クラスCO<BA･

slc>O<バルギリーII>@<ゼ

アドラー＞クラスD①〈スイ・ス

イ><CENTRO>O<ミー・

ハイ＞総合①〈スイ・スイ＞

②<CENTRO><ミー・ハイ＞

仙
艇
が
競
っ
た
レ
ー
ス
風
景

N Ⅶ CH
ルヨ､ｿトク弓

湾Rlj眠賛

総
合
優
勝
し
た
く
ス
イ
・
ス
イ
〉
チ
ー
ム

ーqD-d妄7 l－qD－1上 一 - ~画一而一了＝－ﾏー一

１
１
－

第巳回東京港ボ 催のお知らせ開－
－

東京フリートキャブテン

内藤|亘夫

今年で第21'!'を迎える束)i(港ボー|､犬|flが米る7)1

23II(II)に,'|!央区時抑坤蚊待没会場で|＃l樅されるこ

とにな!)ました。

今1面1は、NORC関東支部i稚のクルーザーレースを

中心に、OP級ディンギーレース、ラジ､コンヨッ|､レ

ース，巡搬廷体験航海などイベン|､も催りだくさん。

あいにく，参議院選挙と重なってしまいましたが，イ《

在役票または'II.めに投票されて，海l･.,"|"'らぜひ

ご参加|､.さい。

〔スケジュール〕

71122II(1)

7)123II(II)

艇1と会縦(IIi'i海会場）

<新さ《ら凡>人樹迎ヨツ｜
|､パレドド

ジャルパックカップレースil
スタート

表彰式

１
１

7:0(）

2:00

13:0

1
宮
、 3(）

一一一一一一一－一一一一

T一一一一T＝〒~マーー丁一
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紗
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、
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ノ
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科
Ｊ
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、
ｊ
や
閃
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ノ
Ｉ
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Ｊ
や
、
母
ノ
ｉ
ｊ
Ｕ
く
守
〆
い
、
ノ
秒
、
う
尻
●
、
，
ｆ
ぐ
別
ノ
囎
刺
，
魚
硝
，
ノ
紗

〆愚、と／、＝、,／、字／_、一身、／、当〆、ノー、／-、／、／、骨…,、二／、＝~当〆、＝、／、玄、／,、／_、／ミーノ 、／…／、弓／_、＝、〆~、一シ蕗－－／～／,、／F~／､、／、,／~~／_、／j、-ノー 《
＃
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〃
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Ｚ
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＃
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＃
噸
別
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１
＃
§
？
！
御
ｆ
～
＃
§
ｒ
ｋ
ｒ
§
／
：
§
ｆ
脳
臥
剛
＃
Ｎ
γ
侭
Ｎ
ｗ
ｊ
ｈ
ｙ
く
尋
駅
汎
ノ
：
零
Ｊ
、
錨
＃
Ｉ
Ｊ
Ｉ
淵
／
く
綾
Ｉ
§
Ｉ
Ｎ
Ｉ
ｋ
ｆ
、

詮

〉
レ
オ
噸
，
１
忙

／､、／挙証〆

「ニッボンチャレンジ｣の

オリジナルTシャツを販売します

次|''1アメリカス・カップ，に挑戦するニッポンチヤレ

ンジアメリカ杯1991委員会の公式マークを使川したオ

フシャルグッズが,NORCから販売されます。

このクゞシズは同委曲会のオリジナル商品で，今III1販

光するものは，そのなかで最も人気のあるTシャツ

（写真)。サイズはL,Mの2種類て､､,1illi格は20001]]

（滴徴税含)。

なお、IIIL込みはNORC本部事務局まで現令呪馴てﾞ

お送り卜．さい（送料は着払い)。

、

、
照
、
ノ
ー
１
２
～
＃
く
／
，
～
ノ
心
、
ノ
ｊ
Ｎ
ノ
鏑
、
４
１
４
、
３ 〆｡詫占か、自鈩?~ｰ~ｰへムダ~きみ、＝j、謬〆へ婆管へ鼻ソ卓蕊逢>ダベ君電〆へ堂ロダマ穐雪、塗〆へ…へ…ベム昇へ全戸、名岸切－2戸J,凸皇ジマ』、ご〆唖、全戸,2淫〆へ含〆へ己〆R、尋／t~全〆j、と;／、全〆憩、晶〆…〆噂ペーヘ&／くど率、､〆~〆ヘンヘ畠／…一、念〆

高IIIII1蘭かラーーマです弓

い◎
船舶用無線電話装線毎

〃』5， 電白 灘〃二
篝

誤鷺’蕊・竃、

船舶用HF帯SSB無線電話装置

Ic－M700J
郵政省型式検定合格機検定番号S86004
検定合格年月日昭和61年11月14日

型式名SS2ED2/23-50j3E･12.5H3E48-1

壁

Ｉ
／

船舶用国際VHF/FM無線電話装置

I 仁一MBO
郵政省認定機種認定番号VC85EDO9

●船舶用国際VHF‘FM携帯型無線電話装置
lC－M5郵政省認定機種認定番号vc85EDo8

400MHz帯小型船舶用無線電話装置

lC-M30
郵政省型式検定合格機検定番号F87005

検定合格年月日昭和62年2月6日

型式名FFM2ED3519/364.2-5F3E12-1

●400MHz帯小型船舶用携帯型無線電話装置
lC－M6郵政省型式検定合格機検定番号F87041

検定合格年月日昭和62年7月8日

〆
二
同
Ｕ
・

鍜
一
皿
一

壷
迩

嘗
一

’
、

鰐
一

C
皇」

型式名FFM2ED351,9/364.2-5F3E6-1

アイヨ/】株式会社本社547大阪市平野区加美東6丁目916
●北海道営業所壷011（251)3888●仙台営業所盆022(285)7785●東京営業所盃03(621)8649●名古屋営業所a()52(842)2288●金沢出張所丑0762(91)8881
●大阪営業所丑06(793)0331●広島営業所盆082(295)0331●四国営業所盆0878(35)3723●九州営業所召092(541)0211
.:､カタロク“そこ希望の方は､製品名､住所､氏名､年令および二覧になった錐誌名をこ･記入の上､大阪営業所<547大阪市平野区加美南1丁目8-35>OS係まで。 JIII
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，媛河湾は青↓､風.／

第巳回江の島～清水レース

「シャンソンカップ'89」開催のお知らせ

駿河湾支部よりのインフォメーションです。

まず、弟161''l江の島～清水レースのお知らせから。

毎IⅢ|，フィニッシュすると冷たいビールとバーベ

キュー、流しゾーメンが侍っている'肛例のレース。今年

は鳥羽レースの一週間後にスタートします。東海。関Iノリ

の方にも参加しやすいII程となりましたのて､､、ぜひご参

加ﾄｰさるようお願い致します。

そして，翌週の8月13日には，真奥の駿河湾ファミ

リーレース「シャンソンカップ･'89」がスタートします。

レーテインク、の持っている艇、侍っていない艇を問わ

ず，誰て*もが参加て．きるアットホームなイベントがこの

レースで､す。

清水をスタートし沼iltの<スカンジナビア＞沖にフイ

ニッシュするコースて､､,"II1111も朧l)だ〈さん。

江の島～清ﾉl<レースを終え、この「シャンソンカッ

プ'89」でW僻まて’レースを楽しみながらクルージング。

そして，レース終了後は家族や友人たちと西伊豆をのん

びりクルージングなさってはいかがて．しようか。

楽しい駿河湾のレースウイーク．他支部からの参加も

人歓迎。｜､記の実施要項をご参考にふるってご参加|､~さ
1，
吋、

1():00スタート

16:00タイムリミット

18:00表彰式

●コーススタート／清水'li三保真崎防波堤沖

フィニッシュ/iHif'lilﾉ燗水負スカンジナビア沖

●通111規l1lllYRR"89及び巾ルヒ指,j害

●参りⅡの粂↑'|:1｡1艇の責任においてレース抑1mを航ｲj･

て､､きるクルーザーヨッl、

●レーテインクﾞJORに準ずる（レーテイングを所ｲI

していない艇は計測委iiが決定）へ

●参jlltl'し込み'1'し込み先NORC'"i'I湾支部llふ務ﾊ,』

〒424清水市港町4-25-15

"l,､'il観光汽船ピル2F

0543-52-1526

締切ll8月611(l1)

ノノ仏心活もしくは'''1製ハガキにて

期llまで､におIIIし込み|､~さい。

1'l11艇'l'告ll,fのIIIL込みは遅延

命3,()()()l'1をIIIし'更けること

があI)ます。

●参加費川乗員数別1～5"10,0001'1

6～1M15,0001'I

1()～15名20,000111

以|､~1門端ごとに1，()0()|'1

力l陳

●,'l!艇IIIf'i及びl111，f8111311(ll)()8:()()～()8:3()

H1,艇申作へ

●艇1と全,ifO8:30～09:00艇長会議

場所NORC駿ilﾘ湾支部|If務1M)

●衣彬式バー ﾃｲlllli8111311(l1)18:0()jg')

場lijr軍規ヨットクラブハウス付近

●レース委員会レース本祁清水'lj港lll1.4-25-15

1荊前l観光i'(船ビル2F

NORC!"iﾘ滴支部

()543-52-1526

［第16mlilの,II〕～満水レース］

●Hf!IL8115｢I(I:)

10:30～11:001'l'1艇卜|If'f(江の,MI)YC鋳癌室）

11:00～ll:30艇是会議(IIの肋YC会議室）

13:00スター|、

●申し込み締切7月21II(fh)

＊フイニツシユ後ビールバーベキューパーティを開

催。また1週間程度の係淵がて､､きます~のて､､，参IIIIIIL

込み時にIII請して|くさい。

夏の駿河湾横断ファミリーレース

「シヤンゾンカツフ･'89」

●Ⅱ程8)11311(II)()8:00～08:30出艇III杵

08:30～09:00艇災会戒

｢訂正」

本誌4)Iり-｢1989年度NORCルール委員会名簿」

中,-l､.!氾の簡所に誤りがあI)ましたのて訂lllしてお淀

UfIIIし_|菟げます。

（誤）広島llil広島市II!区'|･･lⅡ本町5-12-24

〃 束lﾒ：

()82-262-3913

〃

()82-223-4411

(1[)

(課）

(III)

(追加）

ノノ

(I'l)

(動）

(I'l)

１
１
ｌ

、
く
い
）
、
（
⑫
』
、
（
Ｆ
）

Ｉ
１
１

綴〃湾は青↓､風.／

第B回江の島～清水レース

｢シャンソンカップ'89」開催のお知らせ
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JAPANCUPOFFSHORESERIES1989

。開催のお知らせヅﾔパﾝｶﾂプ1989実行委員会

〆

昨年の優勝艇<アプロディーテ〉。さて，今年の勝者は

本年度より開催地を神奈川県三浦市に移し，開催する

ことになりました。ふるって御参加下さい。

尚，「オフショア」4月号誌上て､帆走委員会からのお

知らせした「IMSDivision」を追加する件に関して

は，これを取消し今年度はIOR艇のみのシリーズレー

スとして行います。

l.開催地神奈川県三浦市

2．泊地三崎港城ケ島側

3.H程

10月6FI(付インスペクション（船三浦市）

10月7日(け開会式

第1レース（インショアレース約27

へ マイル）

10月8日(ll)第2レース（インショアレース約27

マイル）

10月9日(Ⅱ）第3レース（ショートオフショアレ

ース約150マイル）

10月10日(火）懇親パーティ（船三浦市）

10月11日(㈹予備H

10月12H(杓第4レース（インショアレース約27

マイル）

10月13日(斜第5レース（ロングオフショアレー

ス約300マイル）

H時未定表彰式（船東京）

4．適用規則IURRl989～1992,NORC外洋レー

ス規則,IORMKIII1989,ORC特規則1989,NO

RC特別規定,NORC設備規定，並びに本シリーズ

の実施要項及び帆走指示書。

5．参加資格IORMKIIIもしくはMKIIIAの有効な

レーテイングを所有し,ORC特別規定1989カテゴ

リー1I1以上,NORC特別規定,NORC設備規定の

カテゴリーB以上の安全検査に合格している，レー

テイング20ft以上70ft以下の腱

6．競技の種類艇対抗競技及びチーム対抗競技。

7．クラス分け

マキシクラスレーテインクﾞ50.00ft～70.00ft

クラスI//33.00ft～49.99ft

クラ ス I I / / 3 0 . 0 0 f t ～ 3 2 . 9 9 f t

クラスⅢ〃26．00ft～29.99ft

クラス1Vノノ23.00ft～25.99ft

クラスV"20.00ft～22.99ft

8．参加費

マキシクラス150,000円（パーティ代12名分及表彰式

2名分を含む）

クラス1100,000円（〃9〃）

クラスII90,000円（〃8〃）

クラスⅡ180,000円（〃7〃）

クラス1V70,000円（〃6〃）

クラスV60,000円（〃5〃）

9．参加申込み

(1庫前登録参加艇数の礪認およびプログラムの参加

崎召介などのため，次の期日まて､､に事前登録をして

下さい。

7月31日(月)18:30NORC本部

事前登録費10,000円（参加費の一部）

（なお，う｡ログラムに掲載する艇の写真，フ･ロ

フィールを添えて下さい｡）

(2)嶽冬登録締切り

8月31日附18:30NORC本部

必要書類レーテインク、の証書コピー（含む備品目

録)，安全検査合格証のコピー，乗員登録リスト(1

989年度会員証のコピー及び体重)，チーム編成表

（チーム対抗競技に参加する艇)。

但し，参加艇が50艇を越えたときは，事前登録を済

ませた艇，外国からの参加艇を優先とし，参加を受付

けないこともあl)ます。

10.VHFを推薦備品とする。コミッテイは71chで運営

します。（開局，変更手続きについては通信委員会に

ご相談下さい）

11.問い合せ先NORC本部事務局担当神田まで､。

詳細は追ってお知らせします。



260F応HORf

両

オークランド～福岡ヤマ八’玄海支部より
L

I

Yu|miko裏方たちMadein
百

号一

刑ｶ
■
眼
■
副
砥
■
Ｐ

ざ

』0

1

;1
E

一鐸

錫舎．

６
蕊

勺
些
い
扉
一

シ
、
》
ｑ
｜

亘
罰
●
弧
．
●
唱
坤
礒
竿
－７

繍
一

濠 ‘騨簿 ‘ ' 1 崎‘‐罰.ネ” 9

鍾贈
’ﾉrどﾏﾉ8

岫
幽

Ｚ
１

Ｋ
Ｂ

凸ｱｮZ

■

妬蜘

「

純さ=識篁：
￥‐雪一
一千9‐

ユー

i.善
一‐』 ー~f仏一

見_』

私達仲間だけのジョークで-すが，

メンテナンス関係のIzI事を何々のマ

だと思いますが，「オークランド～

福岡ヤマハカッフ。」レースの各参加

艇は，バウ両舷に黄色にダークブ

ルーの識別番号をつけています。そ

の作業を毎晩真夜中まて、ぶつつづけ

1週間かかって作ったのが、私達の

ポスターやパンフレッ|､等を製作担

当している樋｢I夫妻で､す。夫妻と

いっても殆ど奥さんの裕美子さんの

手作りです。

その頃レース事務局は樋口氏の事

リ ンにさせているとしますと，

「あなたのヨットはどこにまかせて

います？」，「私はメイド・イン・山

下です。そちらは？」，「僕のところ

はメイドイン田中て叡す｣。文法的に

はメチヤクチヤて瀞すが，よく使いま

す。メイドイン農協の帽子といえ

ば．麦藁'l]目子のことです。

テレビ，新聞などて､すて､､にご存じ
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やって来るのよ？感激ね？」と彼女

に言いましたら，「しあわせて、す！

こんな感激ってもう二度とないてﾞ

しようね」と，美しい目に涙を浮か

べ本当に嬉しそうてゞした。

きて，ファーストホーム艇の識別

番号を目にした裕美子さんの感激，

こちらにも伝わってきます。一生に

一度，こういう感激が味わえる人っ

て幸せで､すね。

務所内に同居していましたのて､､，裕

美子さんのご苦労は私がよく知って

おります。一枚一枚カッターで切

り，番号とヤマハの文字をふきつけ

ていく作業は大変て､す。カッターを

握る指がこわばって開かなくなった

り，もちろん屑はこりっぱなし。ヤ

マハの赤い文字のカッティングに上

からスフ･レーをかけると，隙間から

スフ･レーが漏れて，ヤマハの文字の

まわりがにじむ。それて､はスポン

サーにII｣しi沢けないと｝後て､剥ぎ取

る･･･（スポンサーの方，聞いていま

すか？)。とにかく大変な手作業で

した。しかし，それだけに感慨もひ

としおて、しよう。30数艇が，メイド

イン裕美子をつけて，メラオ､シヤ，

ミクロオ､シヤ，赤道を越え束支那海

を走り，そして'1多湾に姿を見せる

ことになるんて､すもの。

「貴女が作った識別番号をつけた

ヨットが，遥かIj半球から|卑多に
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たが，ちょうど東京オリンピック後

の日本を思い出しました。

18年前，初代NORC玄海支部の

大原敦支部長が苦労に苦労を重ねて

開拓した国|際ヨットレースの草分

け，それがこの釜ll_|～博多レースで

す。中国に「(井戸）水を飲む時,井

戸を掘った人を忘れるな」という諺

がありますが，95パーセント軌j道へ
乗ったこのレースに参加する度に，

井戸を掘った人達を思い出します。

大原先生が乗っていらっしゃった

名艇くジクザグ＞（ファ-38）が達

成した第51可(1981年）の時のコー

スレコード13時間38分10秒はまだ破

られていません。玄海支部は「ジグ

ザグ賞」としてカップ｡を作っており

ますが，これだけ，大型化してきた

のにも関わらず，無理な様ですね。

たしか，あの時はすぐ横をくかず＞

(DOU42,有田郎オーナー）が

走っていたのがレコードを作らせる

動機になったのて､はないでしょう

か？まわりに誰かいると，おのずと

士気が上がってきますもの。

そして,今回開局ﾎﾔﾎﾔの舟戸
局も活動開始，一緒に戴いた携帯用

のVHF用無線機3台もおおいに活

躍しました。＜カラコルム＞もロー

ルコール時にアマチュア無線の方が

なかなか開かず,VHFで報告しま

した。

このレースには博多～対馬レース

が第1レースとして組み込まれてい

ますが，今年から，成績は別々にす

ることにしました。仕事の都合で，

広島や関西方面のヨットは対馬に直

行しますので､，総合成績はやめまし

た。

厳原出国の際，玄海支部の役員の

大半が「オークランド～福岡」ヨッ

トレースのためフイージーに出かけ

’
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「
<Karakorum＞の艇上にて

5月5日㈱16:00,<シーワイ

フ>(EOU33),<オリンピア＞

（自作33ft),そしてくエラン＞

（ケッチ40ft)の3艇の韓国艇を含

む総勢42艇が，無事フィニッシュ。

DNF5艇。

そして，＜シーワイフ＞とくオリ

ンピア＞は5月8日，＜エラン＞は

遅れて9日，それぞれの思い出を抱

いて博多を後に釜山へ帰っていきま

した。

2年ぶりに訪れた釜山はオリン

ピックの後でもあり，ますます活気

にあふれていました。去年開店した

ばかりの立派なホテルに泊まり，す

ぐ前の海雲台の砂浜を散歩しました

が，2年前に比べて，心なしか砂浜

が汚れてきたような気がしました。

釜山滞在中，学生連動の騒ぎが連H

現地の新聞紙上に報道されていまし
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釜山での記念に葡迎レセプション会場にて･…

たので､，廣方洋一郎帆走委員長は孤

軍奮闘くキャピテーヌ＞の松雪箭

オーナーに手伝って頂き，小雨の中

300人をさばいて出港しました。厳

原のくきたたき>(DOU34,田中

節孝オーナー）のクルーに税関や入

管の方が乗り組んて繍いましたので､，

設置などにかいがいし〈働いている

ことです。どなたでしたか，博多の

人が「羨ましい！」と言ってまし

たつけ。いい奥様達て斜ご主人たちも

しあわせですね。再来年も宜しくお

願いします。

おかげさまでスムーズにいきました。

毎回お世話になる対馬の厳原町

も，町の隅々までわかってきました

し，また，役員の皆様ともすっかり

顔見知りになりました。対馬レース

の表彰式で毎回素晴らしいと思うの

は，奥様たち全員が，接待や会場の

I

第9回日韓親善NTTカップ成績表
4日釜山スタート時、南西風g～10m,5日未明対馬沖，

3～5m,5日博多湾周辺．超微風〆霧雨

’ |修正時間
所属名 艇極順位

|修正時間
艇所属

|艇樋艇澗

小戸

玄海博多

小戸

玄海唐津

玄榔室津

小戸

玄海博多

玄海八代

玄海博多

内海西宮

玄海対馬

玄海博多

西内広島

釜I｣」

西内広島

釜I｣」

西内呉

釜山

１
１
６
９
３
５
６
５
８
４
８
７
４
０
１
２
２
４

２
４
３
１
５
２
１
０
１
２
１
２
０
３
０
０
５
２

■
■
■
●
叩
■
●
●
■
。
ｏ
凸
■
●
■
■
■
■
旬
■
●
●
■
甲
■
●
●
■
旬
■
■
■
■
Ｐ
■
■

１
１
６
２
６
９
３
９
１
２
６
８
９
４
０
４
５
０

２
２
２
３
３
３
４
４
５
５
５
Ｆ
Ｄ
５
０
１
１
５
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

VDF30

YA30

FS32

TAK30

Y R 3 0

DOU34

ARB35

ST30

KIH30

アダムス51

DOU34

YA26

TAK30

DOU33

DOU33

自作33

35S

ケッチ40

VDF30

YA30

FS32

TAK30

Y R 3 0

DOU34

ARB35

ST30

KIH30

アダムス51

DOU34

YA26

TAK30

DOU33

DOU33

自作33

35S

ケッチ40

シンシア

エスポア

ゼフイルス

Marylou

寿之ifVl腓

Tomboy

海燕

加那

＆た
，0，‘"し

l20－MO

当ナァヂ画当
ごノーノーご

プノレーコスモ

バイバイポルシェ

SeaWife

クリスタル

OlymPia

轆丸

Elan

西|ﾉ1松山

玄海博多

西|ﾉ1jA島

西内広島

関東汕壺

西内呉

玄海博多

玄海博多

玄海博多

西|人l広島

玄海博多

西内松山

関火

西1人j希刈

玄柾|W多

玄海北九

|蕊麓

西|ﾉ1松山

玄海博多

西|ﾉ1jA島

西内広島

関東汕壺

西内呉

玄海博多

玄海博多

玄海博多

西|人l広島

玄海博多

西内松山

関火

西1人j希刈

玄柾|W多

玄海北九

玄海天草

玄海|＃多

８
９
４
３
２
６
４
４
９
８
９
０
８
６
３
１
７
０

１
１
５
４
１
３
１
２
０
０
４
１
２
５
０
０
４
↑
ひ

２
６
４
７
５
７
３
９
６
５
５
９
９
４
４
４
４
７

３
３
４
４
５
５
１
１
２
３
３
３
３
４
０
１
１
１

６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
７
】
２
２
２
２
２
２
２
２
ワ
〕
３
３
３
３
３

X－4021

VDO36

FAR43

TAK40

N/M42

TAK39

TAK32

VDF30

FS32

スワン43

ED30

YOK30

YA30ST'

池3 5

KIH30

ED37

YA33

EDV30

Panidax

Vanguard

美美

スピ'ﾉｯﾄオブヒロシマ

Sleepel・

ピクトリーげん

ステラ

CaPltalne

ピクニック

かず

Dr・Hiro

KAZAHAYAIII

みずねずみ

コスモス7

レデ､イK

サンタマリア

ダルオ､シアン

|Karak。『a、

2

４
５
６
７
８
９
岫
皿
皿
咀
皿
略
陥
Ⅳ
略

ユ

鵜鶴‘“割’ 蜜鍵 蟻蕊識
期
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ヨット保険のお問い合わせの''1に

は，「船体保険を外した申し込みも

可能か」といった|ﾉ1容て､､ご相談を受

けることがあります。その場合，万

一事故発生となれば船体損害が避け

られないことや，それに伴う出費は

修理費だけて譲なく曳航.j瑚般費用等

かなりな緬斉的損失になること等を

ご説明しお申し込みをいただいてお

ります。

今回は具体的に，保険会社の事故

ファイルの中から最近の保険事故の

例をひとつご紹介し，ヨット保険を

よりご理解いただきたいと思います。

＊

オーナー／艇長年令39才。ヨシ

|､歴20年，一級小型船舶辮従免許所

有。

ヨット／昭和62年新造、FRP

ノ

■新登録艇のご紹介

2500ホライズン6世碧南新川港

9.38×7．40×3．18×1.76代表オー

ナー／邨瀬愛彦抱負／新メンバー

の加入により年令的にも許がえり，

よりアクティブなレース活動をめざ

しています。グループの最終目標は

トランスオーシヤンて癖あるが，現在

は仕事，家庭の都合で､インショア

レースが中心。今後もお世話になl)

ますので､よろしく。

30

デス
ツト保

製、エンジン付25ft･

事故場所／静岡県内某マリーナ付

近。

事故日／昭和63年4月。

〈事故内容＞

事故日前H,艇長は友人を伴いセ

イリングのため泊りがけで，マリー

ナに来た。

事故日当日，西風強〈（最大風速

llm),波高かつたが，ジブセイル

とエンジンを使い出港した。出港後

約15分でエンジンが停止した。風に

流されないようアンカーを打ったが

走錨してどんどん流され，定置網の

中に入り込んて’しまった。そのまま

岩場まて流されるのを恐れた艇長

は，艇を定置網に固定した。水に

潜って調べるとう｡ロペラにロープ｡が

絡み付いて止まったことがわかった。

ナイフて､切ろうとしたが外れなかっ

た。

その間付近の漁協の人間が発見

し，マリーナに連絡。マリーナは和

船を出して救助に向かったが，波高

〈乗l)移ることがて“きず，漁船に救

助を依頼した。i細合が2隻出動し，

救助活動を行い，最終的にヨット乗

員2名は無事救出されたが、接舷の

志’

より
■

際，漁船とヨシ|､が接触し，両船と

も損傷を受けた。

〈契約中のヨット僻萸の内容＞

○賠償責任2,000万円。

○搭乗者傷害1名500万II1．

1事故3,000万円。

○捜索救助費用200万円

<解黄金の内容＞

○捜索救助費用

マリーナ和船・漁船出勤費13万円。

漁舟帥舞善費5万円。

○賠償責任定置郷多理費15万円へ

以上の通り，保険金33万円が支私

われましたが，このケースて､､は自艇

に船体保険がつけられていなかった

ために，自艇のll劉善費，回収，曳航

費は支払われませんで､した。

ご契約の際は船体保険をセットし

たNORCヨット保険にお申し込み

いただきますようお勧め致します。

お問い合わせはNORC閑境デス

ク（フリータ､イヤル0120-024410)

まて､､。

〔制.正〕本維5月号の「NORC保険

デスクより」の記事中，「料率は年

HI114%」とあるのは，」Iﾖしくは「料

率は年間4.14％」て､す。訂jl2してお

詫び申し上げます。
へ

_ザ…．~､''‘ず譲刊

4040SHADOW横浜ヨシ|､クラブなヨットライフに‐層の磨きをかけ

9．39×7．20×3．15×1.80オーナー

／梅本寛

3409海燕島根県浜田市9.50×

3.28×1.55オーナー／西川正

艇名の由来／言うまでもなく、ウミ

ツバメ〃の意味。広く仲間たちと海

に陸に楽しい時を過せる様にと願い

名付けたもの抱負／日本海でのク

ルージンク寺を主体に，ヨット技術の

向上と，、海燕流″のそう快で真筆

グー1

0－とo

今月の表紙：オークランドから冊

|川まで,l()200kmにおよぶ壮人な海

のドラマが鼎を閉じた。全航秘を無

'If北り切った、ｿ瓜神〃たちにｲ1',手を

jLI)たい。′'j真は，第1レク今て優勝

したくリベルテ・エクスプレス＞の

り]姿。（搬影/l11本』{I｣1JI)

OFFSHORE"171号平成元年6)115日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三繩郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

印 刷明宏印刷株式会社
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東京酒上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社

●

お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フ

虫

リーダイヤル0120-024-410)
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斐芝群じクズタとヅプラプら
ユーデル･ヴォローリックがあみだした

走りのグレード。

バルティック40は、将来、外洋レースの主流と

なるであろうIMSを想定したハルデザインと

北|炊造船技術の粋を集めた豪峨な111}住性を誇る

雌斬モデ､ルです。フアーリンク醤ジブ、セルフテ

ーリンク叡ウインチを装備してのシンク雫ルハンド

セーリンク醤力’ら、チームー丸となっての白熱し

たクラブレースまで､思いのままに対応します。

軽量､そして優れた耐久性。へ

厳選されたﾏﾃﾘｱﾙと独自の工法によ､,、60MAIN

L､0．A、

LW.L，

Beam

DraR

Displ
Ballasl

J

P

E

DIMENSIONS

12．000m39.3711

9.975m32.73ft

3.880m12.73h

2，180m7．15，

6.800k214.990Ibs

2.800k26.l731bs

l6‘400m53.81fi

4,605m15.11R

14.600m47．90，

4.765ml‘5.63fi

TheBAⅢIe ％の軽量化、200％のハル強度を実現(G,R,P・製

|『iI型艇比)。コストか品質かという選択で.は、断

I古lとして後者を優先させる。決して妥協を許さ

ない「質｣へのこだわりから生まれた確力'な手応

え。走りの喜びを余すところなく味わえ、乗る

人を選ぶステイタスヨットて.す。0NEW

／IOR/IMSRAcER/CRuIsER
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一
一
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お問い合わせ､資料請求先は、●本社:〒531大阪市北区中津6丁目7-18Tel.(06)454.3881IfUFax.(06)454-3888Tix.J64980●東京オフィス●香港ｵﾌｨｽ
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